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解
題

＝
坂
上
是
則
と

『是
則
集
』
―

Ｉ
　
坂
上
是
則

は
じ
め
に

二
十
六
歌
仙
に
名
を
連
ね
る
坂
上
是
則
は
、
古
今
集
時
代
の
有
力
歌
人

と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
と参
糸
、
官
歴
に
つ
い
て
確
実

・
詳
細
な

こ
と
は
あ
ま
り
わ
か
ら
な
い
と
い
う
の
が
実
状
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
村

瀬
敏
夫

「坂
上
是
則
の
位
置
―
紀
貫
之
と
の
関
連
に
お
い
て
―
」

（
『東

海
大
学
文
学
部
紀
要
』

一
九
八
二
年
十

一
月
）
に
多
く
依
り
な
が
ら
、
彼

の
家
系
と
官
歴
、
そ
れ
に
文
学
活
動
を
わ
か
る
範
囲
で
紹
介
し
て
お
く
。

ま
ず
は
、
家
系
か
ら
で
あ
る
。

一　
家
系

一
般
に
古
代
人
の
家
系
図
を
み
る
時
は
、
ど
こ
ま
で
信
を
お
く
べ
き
か

堤

和

博

慎
重
な
態
度
が
要
求
さ
れ
る
が
、
坂
上
氏
の
系
図
に
よ
っ
て
是
則
の
一参
糸

を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
場
合
は
と
く
に
そ
う
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、

『尊
卑
分
脈
』
所
収
の
坂
上
氏
系
図
は
わ
ず
か
に
六
名
を
載
せ
る
だ
け
の

断
簡
で
あ

っ
て
、
そ
こ
に
是
則
の
名
は
な
く
、
あ
と
は
続
群
書
類
従
に
掲

載
さ
れ
て
い
る

「坂
上
系
図
」
と

「坂
上
系
図
別
本
」

（便
宜
上
、
前
者

を
続
類
本
、
後
者
を
続
類
別
本
と
呼
ぶ
）
、
そ
れ
に

『系
図
纂
要
』
号
外

十
八
に
所
収
さ
れ
て
い
る
坂
上
氏
の
系
図

（便
宜
上
、
纂
要
本
と
呼
ぶ
）

に
依
る
し
か
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
是
則
よ
り
相
当

時
代
を
隔
て
た
頃
の
資
料
で
あ
り
、
ど
の
程
度
信
用
で
き
る
の
か
お
ぼ
つ

か
な
い
と
い
わ
ざ
る
を
え
ず
、
是
則
の
近
く
の
人
物
を
と
っ
て
み
て
も
、

三
本
間
に
か
な
り
の
異
同
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
三
本
が
ま

っ

た
く
荒
唐
無
稽
な
説
を
伝
え
て
い
る
と
も
考
え
難
い
の
で
、
今
は
こ
れ
ら

の
記
載
を
勘
案
し
な
が
ら
是
則
の
家
系
を
辿

っ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
最

初
に
、
初
代
征
夷
大
将
軍
と
し
て
名
高
い
田
村
麿
か
ら
是
則
の
息
男
に
至

る
ま
で
三
本
そ
れ
ぞ
れ
の
記
載
を
引
用
し
、
伝
が
異
な
る
人
物
に
つ
い
て

言
及
し
て
お
く
。
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錘

栄田
碁

洲

幹

当

道
―
題

‥
昴

―
義

続
類
別
本

署

丸
川

狐
雷

舗

占

学

題

‐
昴

‥
義

纂
要
本

田
薯

川

幹

当

導

遷

‐
ョ

‥
醤

―
昴

皇

城

ま
ず
、
清
野

（浄
野
）
と
当
道
は

『文
徳
実
録
』

（１
）
と

『
三
代
実

録
』

（２
）
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
清
野
は
田
村
麿
の
男
で
、
当
道
は
広
野

の
男
と
な
る
。
す
る
と
問
題
は
好
蔭
を
続
類
本
に
従
っ
て
当
道
の
男
と
み

る
か
、
続
類
別
本

・
纂
要
本
に
従
っ
て
曾
孫
と
み
る
か
で
あ
る
。
こ
れ
に

つ
い
て
村
瀬
は
、

（））
」
で
詳
し
く
紹
介
す
る
余
裕
は
な
い
が
）
当
道
の

生
没
年
や
好
蔭
の
没
年
か
ら
推
し
て
、
続
類
本
の
記
載
を
よ
し
と
し
て
い

る
。
ま
た
、

「名
乗
の
類
似
か
ら
み
て
」
広
道
は
広
野
の
男
で
当
道
と
兄

弟
、
国
当
は
当
道
の
男
で
好
蔭
と
兄
弟
と

「す
べ
き
か
も
し
れ
な
い
」
と

も
言
い
、
結
局

「点
線
は
推
定
」
と
し
な
が
ら
、
次
の
よ
う
に
系
図
を
再

構
成
し
て
い
る
。

田
嘗

―

野

引

璧

戸

翻

―

最

現
存
資
料
に
よ
る
限
り
は
、
村
瀬
の
よ
う
に
推
論
す
る
し
か
な
か
ろ
う
。

し
か
し
、
こ
の
推
論
は

「好
蔭
を
従
五
位
で
終

っ
た
当
道
の
子
と
仮
定
し

て
、
当
道
と
同
じ
四
十
三
歳
で
叙
爵
し
た
と
す
れ
ば
」
と
い
う
二
重
の
仮

定
の
上
に
立

っ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
分
や
や
説
得
力
を
欠
く
と
い
う
印

象
は
免
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
是
則
の
家
系
の
確
実
な
と
こ
ろ
と
し
て

は

「田
村
麿
の
孫

（当
道
）
の
流
れ
を
汲
む
好
蔭
の
男
」
と
い
う
ぐ
ら
い

（３
）
で
あ
る
。

な
お
、
後
に
引
用
す
る

『三
十
六
人
歌
仙
伝
』
と

『古
今
和
歌
集
目
録
』

は
そ
れ
ぞ
れ
是
則
の
項
で

「先
祖
不
見
」
、

「先
祖
不
詳
」
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
是
則
の
母
が
誰
で
あ
る
か
は
ま
っ
た
く
伝
わ
っ
て
い
な
い
。

さ
て
、
是
則
の
家
系
を
以
上
の
よ
う
に
捉
え
る
と
、
彼
が
代
々
武
官
の

家
柄
に
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
先
程
系
図
を

引
用
し
た
際
に
出
頭
に
掲
げ
た
田
村
麿
は
初
代
征
夷
大
将
軍
だ
し
、
田
村

麿
の
父
苅
田
麿
も
最
終
的
に
は
従
三
位
右
衛
士
督

（４
）
に
ま
で
の
ぼ
っ

て
い
る
。
田
村
麿
以
降
の
人
物
を
み
て
も
、
広
野

・
清
野
は
と
も
に
右
近

少
将
な
ど
を
経
て
右
兵
衛
督
に
至
り
、
当
道
は
左
近
少
将
な
ど
を
、
好
蔭

は
右
近
少
将
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
歴
任
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
坂
上
氏
の

一
族
は
こ
と
ご
と
く
武
官
を
勤
め
あ
げ
て
い
る
と
言
っ
て
過
言
で
は
な
い

ほ
ど
な
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
現
存
系
図
の
坂
上
氏
の
先
祖
を
辿

っ
て
み
る
と
、
続
類
本
で
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は
漢
の
高
祖
に
な

っ
て
お
り
、
続
類
別
本
で
は
後
漢
の
光
武
帝
に
な
っ
て

い
る
。
村
瀬
も
疑

っ
て
い
る
よ
う
に
、
先
祖
に
つ
い
て
の
こ
れ
ら
系
図
の

記
載
は
に
わ
か
に
信
じ
が
た
く
、
苅
田
麿
が
上
奏
文
に

「臣
等
本
是
後
漢

霊
帝
之
曾
孫
阿
智
王
之
後
也
」
と
記
し
て
い
る

（
５
）
こ
と
な
ど
か
ら
み

て
、
坂
上
氏
が
代
々

「後
漢
霊
帝
」
の
末
裔
だ
と
自
称
し
て
い
た
こ
と
か

ら
く
る
伝
承
に
よ
っ
て
い
る
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
言
層
思
ホ

（
６
）
の
説
く
よ
う
に
、
坂
上
氏

一
族
は
も
と
も
と
渡
来
人
系
で
、
早
く

か
ら
武
官
と
し
て
朝
廷
に
仕
え
て
い
た
と
い
う
の
は
諸
記
録
か
ら
み
て
間

違
い
な
か
ろ
う
。

１
　

『文
徳
実
録
』
嘉
祥
三
年
八
月
己
酉
条
清
野
卒
伝
に

「贈
大
納
亘
止

二
位
田
村
麻
呂
第
四
子
也
」
と
あ
る
。

２
　

冨
一代
実
録
』
貞
観
九
年
二
月
九
日
己
酉
条
当
道
卒
伝
に

「祖
田
村

麻
呂
」
、

「父
広
野
」
と
あ
る
。

３
　
高
橋
崇
は
当
道
を
清
野
の
男
と
し
、
好
蔭
を
当
道
の
男
と
し
て
い
る

（
『人
物
叢
書
一
坂
上
田
村
麻
呂
　
新
装
版
』

（
一
九
八
六
年

・
吉
川

弘
文
館
）
、　
目
四史
大
辞
典
』

「坂
上
氏
」
の
項
）
。
な
お
、　
国
冨
十

分
脈
』
の
坂
上
氏
系
図
は
、
田
村
麿
の
祖
父
か
ら
計
五
人
の
男
子
を
載

せ
る
が
、
そ
の
五
人
に
つ
い
て
は
纂
要
本
と

一
致
し
て
い
る
。

４
　
こ
の
あ
た
り
の
官
職
等
は
、
村
瀬
論
文
に
教
え
ら
れ
、　
冨
一代
実
録
』

・
『
公
卿
補
任
』
等
で
確
認
し
た
。

５
　

『続
日
本
紀
』
延
暦
四
年
六
月
癸
酉
条
．

６
　
注
３
に
同
じ
。

一
一

墨

こ
の
よ
う
な
坂
上
氏
に
生
れ
な
が
ら
、
な
ぜ
か
是
則
は
儒
家
の
道
を
歩

む
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
次
に
そ
の
是
則
の
官
歴
を
追

っ
て
い
く
ｏ

ま
ず
、
是
則
の
官
歴
を
も

っ
と
も
詳
し
く
伝
え
て
い
る

『
二
十
六
人
歌

仙
伝
』

（以
後
、

『歌
仙
伝
』
と
略
称
す
る
）
と

『古
今
和
歌
集
目
録
』

（以
後
、

『目
録
』
と
略
称
す
る
）
を
引
き

（鈎
括
弧
内
は
割
注
）
、
続

い
て
、
他
の
若
干
の
資
料
も
参
照
し
て
是
則
の
官
歴
を
組
め
て
お
く
。

『歌
仙
伝
』

従
五
位
下
行
加
賀
介
坂
上
宿
禰
是
則

〈先
祖
不
見
）

延
喜
八
年
正
月
任
大
和
嫁
。

（御
書
所
。
〉
同
八
月
廿
八
日
任
大

和
大
嫁
。

（復
任
。
）
十
二
年
二
月
任
少
監
物
。
十
五
年
二
月
任

中
監
物
。
十
七
年
正
月
任
少
内
記
。
廿

一
年
任
大
内
記
。
延
長
二

年
正
月
七
日
叙
従
五
位
下
。
同
月
任
加
賀
介
。

『具

』
坂
上
是
則
。
七
首

〈秋
二
首
。
冬
二
首
。
恋
二
首
。
雑

一
首
。
）

先
祖
不
詳
。
延
喜
八
年
正
月
任
大
和
少
像
。

（御
嘉
。
〉
同
八
月

廿
八
日
任
大
和
権
嫁
。

（復
任
。
）
十
二
年
二
月
廿
七
日
任
少
監

物
。
十
五
年
二
月
廿
三
日
任
中
監
物
。
十
七
年
正
月
廿
九
日
任
少

内
記
。
廿

一
年
正
月
丹
日
任
大
内
記
。
延
長
二
年
正
月
七
日
叙
従

五
位
下
。
局
。
同
月
任
加
賀
介
“
卒
年
不
誌
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是
則
の
官
歴

（７
）

延
喜
８
年
以
前

延
喜
８
年
１
月
１２
日

延
喜
８
年
８
月
２８
日

延
喜
１２
年
３
月
２７
日

延
喜
１５
年
２
月
２３
日

延
喜
１７
年
１
月
２９
日

延
喜
２‐
年
１
月
３０
日

延
長
２
年
１
月
７
日

延
長
８
年

御
書
所

大
和
権
少
像

大
和
権
少
豫
復
任

少
監
物

中
監
物

少
内
記

大
内
記

従
五
位
卜
、
加
賀
介

卒

武
門
の
家
に
生
ま
れ
な
が
ら
も
是
則
は
こ
の
よ
う
な
経
歴
を
も
ち
、
以

降
の
坂
上
家
の
人
物
も
是
則
男
望
城
が
大
外
記
に
就
任
す
る
な
ど
、
儒
家

。
法
家
の
道
を
歩
む
よ
う
に
な
る
。
で
は
な
ぜ
、
是
則
は
武
門
の
道
に
就

か
な
か
っ
た
の
か
。
村
瀬
は

「彼
が
官
途
の
初
め
に
御
書
所
に
勤
務
し
た

の
は
、
文
筆
の
才
が
か
な
り
あ
っ
て
、
こ
と
に
能
筆
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

こ
う
し
た
性
向
が
彼
に
家
業
の
武
芸
に
背
を
向
け
て
、
文
官
の
道
を
歩
ま

せ
る
に
至
っ
た
の
だ
ろ
う
」
と
推
測
す
る
。
し
か
し
、
是
則
は
延
喜
五
年

に
宮
中
に
お
い
て
の
蹴
鞠
の
遊
び
の
際
、
鞠
を
二
百
六
度
落
と
さ
ず
、
褒

（
『歌
仙
伝
』
の

「任
大
和
像
。
　
希
墨
晶
鶴

〉
」
と
い
う
記
載
に
よ
る
。
松
野
本

『歌
仙
伝
』
に
は
同
ｔ
箇

所
に

「御
書
所
労
」
と
あ
る
。
）

（次
の
復
任
の
記
事
と
併
せ
て

「橡
」

「大
嫁
」
な
ど
と
区
々
で
あ
る
が
、

「権
少
嫁
」
と
す
る
村
瀬
の
見
解

に
従
う
。
な
お
、
任
官
の
日
に
ち
は

『貞
信
公
記
』
等
に
よ
る
。
）

（村
瀬
は
好
蔭
の
死
亡
に
よ
る
服
喪
あ
け
を
想
定
す
る
。
）

（
『官
職
秘
抄
』
下
の
少
監
物
の
項
に

「御
書
所
書
畢
労
」
に
よ
る
任
例
と
し
て
是
則
の
名
が
あ
る
の
で
、
そ

れ
に
従
え
ば
大
和
権
少
嫁
は
遍
任
で
、
延
喜
８
年
以
降
も
御
書
所
に
留
ま
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
）

（続
類
別
本
で
は

「加
賀
守
」
と
傍
注
す
る
。
上
国
加
賀
は
、
守
が
従
五
位
下
に
相
当
す
る
。
）

（続

類

本

傍

注

に
よ

る
。

）

美
を
貰

っ
た
と
い
う
記
録
を
残
し
て
い
る

（
『西
宮
記
』
臨
時
八

・
臨
時

宴
遊

。
蹴
鞠
）
。
お
そ
ら
く
、
家
業
で
あ
る
武
門
の
道
に
進
む
才
能
も
十

分
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
ま
た
、
出
世
を
考
え
る
な
ら
父
祖
の
道
に
就

く
ほ
う
が
有
利
で
あ

っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
れ
で
も
な
お
か
つ
武
門
の
道

を
捨
て
て
文
筆
の
道
を
目
指
し
た
の
に
は
、
何
か
よ
ほ
ど
の
理
由
が
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
不
明
で
あ
る
。

な
お
、
是
則
の
生
年
は
不
明
で
あ
る
が
、
村
瀬
は
、
父
好
蔭
の
叙
爵
し

た
年
な
ど
か
ら
貞
観
十
八
年
と
推
定
し
て
い
る
。
こ
の
推
測
は
以
降
の
是
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則
の
履
歴
と
饂
嬬
を
き
た
さ
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
村
瀬
自
身

「
こ
れ

は
推
測
を
重
ね
た
結
果
で
あ
る
」
と
言

っ
て
い
る
よ
う
に
全
面
的
に
信
を

お
け
る
も
の
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
是
則
の
生
年
は
、
不
明
な
い
し

は
貞
観
十
八
年
頃
と
し
て
お
く
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。

７
　
こ
の
他
、
続
類
本
に
は

「清
水
寺
別
当
」
の
傍
注
が
あ
る
。

〓
一　
文
学
活
動

次
に
諸
記
録

・
歌
集
な
ど
に
み
え
る
是
則
の
文
学
活
動
を
追
っ
て
み
る
。

ま
ず
は
、
存
疑
の
も
の
も
含
め
て
、
是
則
の
名
が
見
え
る
歌
会

・
歌
合
等

を
年
代
順
に
纏
め
て
お
く

（下
蜃
不
し
た
算
用
数
字
は
、

『是
則
集
』
に

お
け
る
歌
番
号
）
。

寛
平
４
年
　
　
　
　
　
寛
平
御
時
后
宮
歌
合

寛
平
８
年
以
前
　
　
　
寛
平
御
時
中
宮
歌
合

延
喜
元
年
３
月
３
日
　
紀
師
匠
曲
水
宴
和
歌

延
喜
５
年
２
月

　

　

定
国
四
十
賀
屏
風
歌

４
月
　
　
　
『古
今
集
』
撰
集

４
月
２８
日
　
左
兵
衛
佐
定
文
歌
合

延
喜
７
年
９
月
１０
日
　
大
井
川
行
幸
和
歌

延
喜
１３
年
３
月

　

　

一亭
子
院
歌
合

１０
月

　

　

内
裏
菊
合
延
喜
十
二
年
　
５３

延
喜
１８
年
２
月
　
　
　
勤
子
内
親
王
扉
風
歌
　
　
９

９
月
２８
日

′
　

洛
外
遊
覧
連
歌
等

こ
の
中
に
は
是
則
の
文
学
活
動
に
含
め
て
よ
い
か
ど
う
か
、
問
題
な
も

の
も
い
く
つ
か
あ
る
。
各
歌
の

【付
】
の
項
で
触
れ
た
も
の
も
あ
る
が
、

こ
こ
で
も
順
次

一
言
し
て
お
き
た
い
。

ま
ず
、

「寛
平
御
時
后
宮
歌
合
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
の
歌
合
は
撰

歌
合
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
是
則
が
歌
合
の
場
に
出
席
し
た
と
い
う
の
で

は
な
い
。
ま
た
、
こ
の
歌
合
で
是
則
歌
と
さ
れ
て
い
る

『是
則
集
』
２４
番

歌
は
、
是
則
の
詠
と
み
る
の
が
通
説
の
よ
う
で
あ
る
が
、
村
瀬
は

「后
宮

歌
合
歌
の
大
部
分
が
無
記
名
な
の
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
同
歌
合
の
原
資

料
に
記
名
は
存
し
な
か

っ
た
の
で
あ
り
、
記
名
が
あ
る
の
は
勅
撰
集
や
私

家
集
に
依
拠
し
て
後
人
が
補
筆
し
た
結
果
と
見
ら
れ
る
」
と
し
、
こ
の
歌

が

『拾
遺
抄
』

・
『拾
遺
集
』
で
は
読
人
不
知
歌
と
な

っ
て
お
り
、
か
つ

『是
則
集
』
に
は
是
則
作
以
外
の
歌
も
多
く
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
歌
が
是
則
の
作
で
あ
る
こ
と
を
疑
い
、
是
則
の
同
歌
合
へ
の
出
詠
を

疑
問
視
し
て
い
る
。

次
の

「墓
半
御
時
中
宮
歌
合
」
も
撰
歌
合
で
あ
り
、
是
則
が
歌
合
に
出

席
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
こ
の
歌
合
に
つ
い
て
萩
谷
朴

（
８
）
は
根

幹
本
文
と
す
る

「狭
本
＝
廿
巻
本
模
写
断
簡
」
に
は
是
則
詠
と
そ
の
番
い

と
な
っ
た
興
風
詠
の
前
後
の
番
い
が
書
か
れ
て
い
る
の
に
、
是
則

・
興
風

の
番
い
が
欠
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
あ
る
い
は
是
則
と
興
風
の
詠
は
後
人

1 13 16 2    46 23 24
5 14 23 16
6 17 48 18
7 19 51 21
10 20    22

42    23
43    27
44    34
45    37
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に
よ
っ
て
補
筆
さ
れ
た
も
の
か
と
疑

っ
て
い
る
。
ま
た
、
萩
谷
は
こ
の
歌

合
そ
の
も
の
の
存
在
を
疑
う
こ
と
も
可
能
と
し
て
お
り
、
村
瀬
は
こ
の
歌

合
を
虚
構
の
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

次
の

「紀
師
匠
曲
水
宴
和
歌
」
を
、
山
田
孝
雄

（
９
）
、
橋
本
不
美
男

（
１０
）
は
実
際
に
行
わ
れ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
が
、
萩
谷
朴

（
１１
）
、

山
口
博

（
１２
）
ヽ
工
藤
重
矩

（
１３
）
ヽ
吉
川
栄
治

（１４
）
ヽ
村
瀬
敏
夫

（‐５
）
に
偽
書
説
が
あ
る
。
偽
書
説
の
お
も
な
論
拠
は
、

①
こ
の
歌
会
の
歌
が
平
安
時
代
の
勅
撰
集
や
参
加
歌
人
の
ど
の
家
集
に
も

入

っ
て
い
な
い

（
『是
則
集
』
と

『窮
恒
集
』
Ⅱ
の
動
糧
笙
傘
磐
Ｔ
会
叩

分
を
除
く
）
こ
と

②
参
加
歌
人
に
は
、
貫
之

・
男
恒

・
忠
今

・
千
里

・
友
規

・
興
風

。
是
則

。
伊
衡
が
名
を
連
ね
、
古
今
集
時
代
の
代
表
的
歌
人
が
揃
い
す
ぎ
て
い

て
か
え
っ
て
不
自
然
な
こ
と

③
古
今
集
時
代
の
も
の
と
し
て
は
特
異
な
歌
風
の
歌
が
あ
ま
り
に
も
多
く
、

ま
た
桃
を
詠
む
べ
き
二
月
二
日
に
桜
を
詠
ん
で
い
る
こ
と

な
ど
で
あ
る
。
こ
の
偽
書
説
に
対
し
て
徳
原
茂
実

（
１６
）
は
ヽ

①
平
安
時
代
の
勅
撰
集
に
こ
の
歌
会
の
歌
が
採
ら
れ
て
い
な
い
の
は

『新

古
今
集
』
に
至
る
ま
で
句
題
和
歌
は
勅
撰
集
で
正
当
な
扱
い
を
受
け
な

か
っ
た
か
ら
で
、
ま
た
参
加
歌
入
の
家
集
に
入

っ
て
い
な
い
と
い
っ
て

も
、
伊
衡
に
は
家
集
そ
の
も
の
が
伝
わ
ら
ず
、
千
里

・
友
規

。
興
風

・

是
則
の
家
集
が
編
纂
さ
れ
た
経
緯
を
考
え
る
と
当
歌
会
の
歌
が
入
れ
ら

れ
る
は
ず
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
問
題
に
な
る
の
は
嘱
恒

・
忠
琴

・
貫

之
の
二
人
の
家
集
だ
け
で
あ
る
。

②
こ
の
八
人
が

一
堂
に
会
す
る
こ
と
は
け
っ
し
て
あ
り
え
な
か

っ
た
こ
と

と
は
言
え
ず
、
ま
た
、
も
し
作
為
的
に
参
加
者
を
決
め
た
の
な
ら
ば
、

た
だ

一
人

『古
今
集
』
に
入
集
歌
を
も
た
な
い
伊
衡
の
か
わ
り
に
、
素

性
な
ど
も
っ
と
ふ
さ
わ
し
い
歌
人
を
選
ん
だ
は
ず
で
あ
る
。

③
桜
が
詠
ま
れ
た
り
特
異
な
歌
風
の
歌
が
多
い
の
は
、
実
際
に
行
わ
れ
た

歌
会
の
歌
で
あ
る
か
ら
で
、
桜
が
咲
い
て
い
た
な
ど
そ
の
場
の
条
件
に

規
制
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

な
ど
と
主
張
し
、
偽
作
説
を
真

っ
向
か
ら
否
定
し
て
い
る
。

徳
原
の
挙
げ
る
論
拠
は
た
し
か
に
説
得
力
の
あ
る
も
の
が
多
い
の
で
あ

る
が
、
そ
れ
で
も
問
題
は
ま
だ
残
る
よ
う
に
思
う
。
そ
の
第

一
は
、
こ
の

歌
会
の
歌
が
平
安
時
代
に
享
受
さ
れ
た
形
跡
が
ま

っ
た
く
な
い
こ
と
で
あ

る
。
平
安
時
代
の
勅
撰
集
と
千
里

・
友
則

・
興
風

。
是
則
の
家
集
に
載
ら

な
い
こ
と
は
徳
原
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
説
明
が
つ
く
と
し
て
も
、
徳
原
も

保
留
し
て
い
る
よ
う
に
窮
恒

・
忠
琴

・
貫
之
の
家
集
に
載
ら
な
い
こ
と
は

納
得
し
が
た
い
。
ま
た
、
こ
の
歌
会
の
歌
は
勅
撰
集
以
外
の
平
安
時
代
の

歌
集
に
も
ま
っ
た
く
載

っ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、

『新
編
国
歌
大
観
』
を

検
す
る
限
り
、
こ
の
歌
会
の
歌
が
享
受
さ
れ
た
跡
が
伺
え
る
の
は
、
勅
撰

集
を
み
れ
ば
是
則
歌
を
載
せ
る

『新
古
今
集
』

一
五
二
番
と
娼
恒
歌
を
載

せ
る

『新
拾
遺
集
』
の

一
七
二
番

（
こ
の
二
首
は

『是
則
集
』
と

『弱
恒

集
』
Ⅱ
の
勅
撰
集
補
入
部
分
に
も
そ
れ
ぞ
れ
み
え
る
）
に
し
か
な
い
し
、

私
撰
集
を
み
て
も

『六
華
集
』
の
二
八
〇
番
に

『新
古
今
集
』
に
載
る
是

則
歌
を

「新
古
　
貫
之
」
と
し
て
載
せ
る
だ
け
で
あ
り
、
さ
ら
に
参
加
歌

人
以
外
の
私
家
集
に
ま
で
視
野
を
拡
げ
て
も
、

『範
宗
集
』
の

一
七
番
の
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詞
書
に
こ
れ
も

『新
古
今
集
』
に
載
る
是
則
歌
が
み
え
る
だ
け
な
の
で
あ

２
一
。第

二
に
問
題
な
の
は
、
序
文
と
跛
文
で
あ
る
。
諸
本
す
べ
て
が

「
二
月

二
日
紀
師
匠
曲
水
宴
和
歌
序
」
と
題
し
な
が
ら

「序
不
書
」
と
し
て
序
文

を
書
か
ず
、
し
か
も

み
つ
ね
が
序
に
い
へ
る
こ
と
き
て
も
こ
よ
ひ
あ
は
ざ
ら
ん
人
は
、
歌

の
み
ち
も
し
ら
で
ま
ど
ひ
つ
つ
、
あ
め
の
し
た
に
し
り
が
ほ
す
る
な

め
り
と
、
か
き
た
る
も
こ
と
わ
り
、
ま
こ
と
に
め
で
た
き
歌
よ
み
ど

も
か
な
、
こ
の
世
に
む
ま
れ
て
こ
の
人
人
の
ゐ
な
み
て
歌
よ
み
し
け

ん
を
み
ま
し
か
ば
、
な
に
心
ち
せ
ま
し
と
お
も
ふ
も
、
す
ぎ
た
る
心

な
り

と
い
う
跛
文
を
も
つ
。
こ
れ
な
ど
を
み
る
と
、
序
文
を
偽
作
す
る
力
ま
で

は
な
か
っ
た
偽
作
者
が
、
窮
恒
作
の
序
文
を
引
用
す
る
形
を
と
っ
て
、
あ

た
か
も
序
文
が
あ
っ
た
か
の
よ
う
に
偽
装
し
た
と
考
え
ら
れ
は
し
な
い
か
。

そ
う
思

っ
て
こ
の
歌
会
の
歌
を
み
な
お
し
て
み
る
と
ど
う
も
稚
拙
な
歌
が

多
い
よ
う
に
思
え
る
。
例
え
ば
、
貫
之
作
と
さ
れ
て
い
る

「春
な
れ
ば
梅

に
桜
を
こ
き
ま
ぜ
て
な
が
す
み
な
せ
の
川
の
か
ぞ
す
る
」
と
い
う
の
な
ど

は
貫
之
作
と
し
て
は
い
か
が
な
も
の
か
。
徳
原
は
歌
会
が
行
わ
れ
た
そ
の

場
の
状
況
に
規
制
さ
れ
て
こ
の
よ
う
な
歌
が
歌
わ
れ
た
と
い
う
の
だ
が
、

そ
の
場
の
状
況
に
規
制
さ
れ
な
が
ら
も
そ
こ
に
な
ん
ら
か
の
工
夫
を
凝
ら

す
の
が
専
門
歌
人
と
し
て
の
力
量
の
み
せ
ど
こ
ろ
で
は
な
い
の
か

（
１７
）
０

第

一
の
問
題
点
だ
け
だ
と
、
こ
の
歌
会
の
歌
が
な
ん
ら
の
理
由
で
平
安

時
代
に
は
享
受
さ
れ
な
か

っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
だ
け
だ
と
も
考
え
ら

れ
る
。
し
か
し
、
第
二
の
問
題
点
を
も
併
せ
て
考
え
る
と
、
偽
書
と
し
た

ほ
う
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
考
）え
る
の
で
あ
る

（な
お
、

４６
番
歌
の
注

釈
は
実
際
に
こ
の
歌
会
が
あ
っ
た
も
の
と
仮
定
し
て
施
し
て
お
い
た
）
。

次
の
、
延
喜
五
年
二
月
の

「定
国
四
十
賀
屏
風
歌
」
は

『是
則
集
』
に

は
み
え
な
い
が
、

『古
今
集
』
巻
七

・
賀

・
二
五
七
～
三
六
二
番
に
あ
る

も
の
で
あ
る
。

内
侍
の
か
み
の
右
大
将
ふ
ぢ
は
ら
の
朝
臣
の
四
十
賀
し
け
る
時

に
、
四
季
の
ゑ
か
け
る
う
し
ろ
の
屏
風
に
か
き
た
り
け
る
う
た

か
す
が
の
に
わ
か
な
つ
み
つ
つ
よ
ろ
づ
世
を
い
は
ふ
心
は
神
ぞ
じ
る

ら
む

山
た
か
み
く
も
ゐ
に
見
ゆ
る
さ
く
ら
花
心
の
行
き
て
を
ら
ぬ
日
ぞ
な

き

夏

め
づ
ら
し
き
こ
ゑ
な
ら
な
く
に
郭
公
こ
こ
ら
の
年
を
あ
か
ず
も
あ
る

か
な

秋

住
の
江
の
松
を
秋
風
吹
く
か
ら
に
こ
ゑ
う
ち
そ
ふ
る
お
き
つ
白
波

千
鳥
な
く
さ
ほ
の
河
ぎ
り
た
ち
ぬ
ら
し
山
の
こ
の
は
も
色
ま
さ
り
ゆ

秋
く
れ
ど
色
も
か
は
ら
ぬ
と
き
は
山
よ
そ
の
も
み
ぢ
を
風
ぞ
か
し
け

る

冬

白
雪
の
ふ
り
し
く
時
は
み
よ
し
の
の
山
し
た
風
に
花
ぞ
ち
り
け
る
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当
時
の
右
大
将
は
藤
原
定
国
、
尚
侍
は
定
国
の
妹
藤
原
満
子
で
あ
る
。
つ

ま
り
、
満
子
が
兄
定
国
の
四
十
賀

（延
喜
五
年
）
を
催
し
た
時
の
屏
風
歌

な
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
七
首
は

『新
編
国
歌
大
観
』
本
に
よ
る
と
、
二
五
六

番
の
作
者
名

「
そ
せ
い
法
し
」
に
よ
っ
て
、
す
べ
て
素
性
法
師
の
作
の
ご

と
く
に
み
え
る
が
、

『古
今
集
』
諸
本
並
び
に
諸
私
家
集
を
検
す
る
に
、

二
五
八
番
は
鋼
恒
、
二
五
九
番
は
友
則
、
一二
ハ
〇
番
は
窮
恒
、
一二
ハ
一
番

は
忠
琴
、
三
六
二
番
は
是
則

（１８
）
、
一一一一ハ
ニ
番
は
貫
之
が
そ
れ
ぞ
れ
作

者
で
あ
る
の
が
わ
か
る
。

こ
の
よ
う
に
、
当
時
の
歴
々
た
る
歌
人
に
是
則
が
伍
し
て
い
る
の
は
注

目
さ
れ
る
。
先
に
指
摘
し
た
ご
と
く
、

「寛
平
御
時
后
宮
歌
合
」

「寛
平

御
時
中
宮
歌
合
」
へ
の
是
則
の
出
詠
が
疑
間
視
さ
れ
、

「紀
師
匠
曲
水
宴

和
歌
」
が
虚
構
の
も
の
で
あ
る
と
す
る
と
、
こ
の
屏
風
歌
が
歌
人
と
し
て

の
是
則
が
晴
れ
の
場
に
お
い
て
活
躍
し
た
こ
と
を
示
す
最
初
の
確
実
な
資

料
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

次
に

「左
兵
衛
佐
定
文
歌
合
」
を
問
題
に
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
都
合

も
萩
谷
が

「古
歌
近
詠
の
出
色
な
る
を
自
由
に
撰
ん
で
、
歌
合
に
番

っ
た

極
め
て
純
粋
な
意
味
で
の
撰
歌
合
で
あ

っ
た
ら
し
い
。
」
と
い
う
よ
う
に
、

撰
歌
合
の
典
型
的
な
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
萩
谷
は
右
方
に
鰐
恒
歌
が
偏

向
し
て
存
在
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

「大
胆
な
推
測
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、

本
歌
合
の
左
方
人
は
即
ち
主
催
者
た
る
貞
文
自
身
に
し
て
、
右
方
人
は
期

恒

一
人
で
あ
り
、
右
方
の
男
恒
が
自
作
を
中
心
に
歌
を
撰
ぶ
と
い
う
自
信

の
強
い
態
度
を
持
し
、
左
方
の
貞
文
は
ひ
ろ
く
他
人
の
詠
作
を
撰
択
す
る

謙
虚
な
態
度
を
示
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
の
仮
説
を
提
言
し
た
い
の

で
あ
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
い
づ
れ
に
せ
よ
、
こ
の
歌
合
に
撰
ば
れ
た

歌
は
現
在
に
至
る
ま
で
評
価
の
高
い
歌
が
多
く
、
そ
こ
に
是
則
詠
が
四
首

撰
ば
れ
て
い
る
こ
と
は
、
当
時
の
歌
壇
に
お
け
る
是
則
の
位
置
を
考
え
る

上
で
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
是
則
は

『古
今
集
』
に
八
首
採
ら
れ
た

（
‐９
）
こ
と
も
併
せ
て
、
延
喜
五
年
に
は
、
歌
人
と
し
て
の
名
声
を
獲
得

し
て
い
た
と
考
）４
り
れ
る
の
で
あ
る
。

続
く
、

『大
井
川
行
幸
和
歌
』

。
「
亭
子
院
歌
合
』

・
『内
裏
歌
合
延

喜
十
二
年
』
に
つ
い
て
は
、
当
該
歌
の

【語
釈
】

・
【付
】
の
欄
並
び
に

「補
注
」
を
参
照
願
う
と
し
て
、
最
後
に

『是
則
集
』
に
は
み
え
な
い
延

喜
十
八
年
九
月
十
八
日
の
洛
外
遊
覧
連
歌
等
に
触
れ
て
お
く
。
こ
の
遊
覧

は

『嘱
恒
集
』

。
『公
忠
集
』
に
載
る
も
の
で
あ
る
。
長
く
な
る
が
、
延

喜
年
間
に
お
い
て
和
歌

・
漢
詩

・
連
歌
が
同
時
に
作
ら
れ
た
と
い
う
文
学

史
上
興
味
深
い
資
料
で
も
あ
る
の
で
、
引
用
し
て
お
き
た
い

（鈎
括
弧
内

は
引
用
者
注
）
。

『窮
恒
集
』
Ⅳ

。
一
八
六
～

一
九
〇

お
な
じ
と
し
の
九
月
廿
八
日
天
上
の
ひ
と
メ
ヽ
ち
ぎ
り
て
、
い

は
で
や
ま
の
ほ
と
り
に
ゆ
き
て
あ
そ
ば
ん
な
ど
ち
ぎ
る
、
ひ
と

メ
ヽ
う
こ
の
少
将
、
□
□
□
少
将
□
□
□
□
□
□
□
そ
の
ひ
に

な
り
て
お
の
／
ヽ
さ
は
り
あ
り
て
き
た
ら
ず
、
二
す
の
う
た
を

つ
か
ひ
に
つ
け
て
お
く
る

い
つ
し
か
と
ま
つ
し
る
し
な
き
も
み
ぢ
ば
の
お
の
が
ち
り
／
ヽ
ち
り
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や
し
な
ま
し

み
や
ひ
と
の
か
ず
は
し
り
に
き
を
み
な

へ
し
い
づ
ら
と

ゝ
は
ゞ
い
か

ゞ
こ
た

へ
む

や
ま
の
ほ
と
り
た
づ
ぬ
る
み
ち
に
そ
う
の
い
へ
あ
り
、
も
み
ぢ

ゝ
り
み
ち
て
の
こ
り
の
花
ま
が
き
に
あ
り
、
は
な
す

ゝ
き
風
に

し
た
が
ひ
て
な
び
く
、
人
を
ま
ね
く
に
ゝ
た
り
、
源
少
将
む
ま

よ
り
お
り
て

ひ
と
し
れ
ぬ
や
ど
に
な
う

へ
そ
花
す

ヽ
き
ま
ね
け
ば
と
ま
る
我
に
や

は
あ
ら
ぬ

そ
う
に
か
は
り
て

い
ま
よ
り
は
う

へ
こ
そ
ま
さ
め
は
な
す

ヽ
き
ほ
に
い
づ
る
と
き
ぞ
人

よ
り
き
け
る

ゆ
ふ
ぐ
れ
に
東
光
寺
座
主
阿
閣
梨
に
あ
へ
り
、
き
の
も
と
に
む

し
ろ
を
の
べ
、
い
け
の
ほ
と
り
に
と
も
し
び
を
つ
ら
ね
て
ま
づ

ひ
と
か
め
の
茶
す
ゝ
む
べ
き
に
、
あ
ま
た
の
盃
さ
け
あ
り
、
む

ま
と
き
ひ
と
む
ら
の
き
く
を
い
へ
の
ま
へ
に
う
へ
た
り
、
感
歎

無
極
各
う
た
あ
り
、
よ
ふ
け
て
か
へ
ら

■
ん
災
こ
と
す
る
、
頭

少
蒋
め

ゝ
り
む
ま
を
座
主
阿
閣
梨
に
お
く
り
て
つ
ぎ
に
の
り
て

か
へ
る

き
く
の
花
あ
き
の
ヽ
な
か
に
う
つ
ろ
は
ゞ
夜
ふ
か
き
い
ろ
を
こ
よ
ひ

み
ま
し
や

『窮
恒
集
』
Ⅳ

・
三
二
九
～
三
四
六
ｂ

晩
秋
遊
覧
同
賦
秋
景
引
閑
行
、
各
分

一
字
、
緑

欲
尽
光
陰
感
未
休
　
楚
山
多
処
昔
周
遊

誰
言
物
色
傷
心
意
　
紅
葉
諷
諷
李
日
秋

ち
り
ぬ
べ
き
も
み
ぢ
を
し
り
て
か
ざ
し
つ
ゝ
あ
き
を
と
め
つ
と
た
の

み
け
る
か
な

琴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
近
江
介

錦
葉
銭
共
訴
次
逢
　
秋
遊
任
意
歩
疎
傭

行
々
賞
得
群
山
色
　
・未
弁
仁
林
茅
幾
峯

あ
し
び
き
の
や
ま
を
お
そ
く
ぞ
あ
ゆ
み
け
る
あ
き
の
も
み
ぢ
を
よ
き

す
ぐ
し
つ
れ
ば

寒
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
右
近
先
少
将

杖
酔
閑
行
廻
眼
看
　
欲
閑
景
色
晩
来
寒

林
頭
山
面
皆
蒲
索
　
・唯
有
黄
昏
紅
葉
残

あ
き
は
つ
と
お
も
ひ
ぞ
し
ら
ぬ
も
み
ぢ
ば
の
み
ち
に
か
ふ
ま
で
み
ゆ

る
な
り
け
り

枝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
萌
市
将

共
尋
秋
景
幾
相
随
　
酔
析
山
辺
紅
葉
枝

自
覚
光
陰
笛
不
駐
　
毎
年
遂
惜
尚
奔
馳

た
ま
ほ
こ
の
み
ち
は
じ
づ
か
に
み
つ
な
が
ら
あ
き
を
い
そ
ぐ
と
み
る

ぞ
わ
び
し
き

籍
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
左
衛
聞
尉

暮
秋
遊
覧
日
将
西
　
紅
葉
紛
々
路
恐
怖
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歩
徘
徊
一回
所
翫
　
　
長
松
無
主
在
深
鶏

も
み
ぢ
ば
の
か
ぜ
の
ま
に
／
＼
ち
る
と
き
は
み
る
人
さ

へ
ぞ
し
づ
こ

ゝ
ろ
な
き

紅

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

温
獣

助

閑
歩
秋
光
欲
暮
中
　
林
間
寂
莫
野
辺
空

酔
来
催
感
還
応
痛
　
一
道
風
駈
万
里
紅

い
ざ
こ
ヽ
に
今
日
あ
す
へ
な
む
あ
き
の
そ
ら
い
ま
い
く
か
ヽ
は
の
ベ

に
の
こ
れ
る

疎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
民
部
丞

一
惜
蒲
辰
漸
欲
除
　
昇
山
臨
水
意
何
疎

従
尋
幽
境
憐
秋
色
　
尽
日
行
々
不
静
居

あ
き
の
い
ろ
は
ゆ
き
て
み
る
ま
に
く
れ
ぬ
れ
ば
つ
ひ
に
あ
か
で
ぞ
か

へ
る
べ
ら
な
る

連
歌

も
み
ぢ
ば
ゝ
こ
ぞ
も
や
ま
べ
に
み
て
し
か
ば
　
　
　
　
　
　
近
江
介

こ
と
し
も
あ
か
ぬ
も
の
に
ざ
り
け
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
源
少
将

も

■
み
災
こ
ぢ
の
み
を
し
く
は
あ
ら
ず
き
く
の
花
　
　
　
左
衛
門
尉

し
ぐ
れ
の
さ
き
に
を
り
て
か

（Ξ
多
）
ヽ
む
　
　
　
　
　
　
　
属
恒

さ
し
て
ゆ
く
か
た
も
さ
だ
め
ず
あ
き
の
ゝ
に
　
　
　
　
　
　
掃
部
丞

も
み
ぢ
を
み
つ
ゝ
と
ま
る
ひ
な
れ
ば
　
　
　
　
　
　
　
　
　
式
部
丞

こ
ぞ
の
け
ふ
あ
か
ず
な
り
に
し
わ
れ
な
れ
ば
　
　
　
　
　
　
修
理
亮

み
ね
の
も
み
ぢ
の
め
づ
ら
し
き
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
是
則

『公
忠
集
』
Ｉ
。
一三
ハ
ａ
ｂ

九
月
晦
の
ほ
ど
に
、
殿
上
の
人
と
も
み
ぢ
み
む
と
て
、
ひ
む
が

し
山
の
か
た
に
あ
り
き
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
掃
部
助

さ
し
て
ゆ
く
か
た
も
し
ら
れ
ず
秋
の
ヽ
に

と
あ
り
け
れ
ば

千
古

も
み
ぢ
を
み
つ
ヽ
と
ま
る
日
な
れ
ば

『公
忠
集
』
Ⅱ
。
一
七
番

延
喜
十
年
九
月
廿
八
日
、
殿
上
人
々
紅
葉
み
に
と
て
、
を
の

／
ヽ
心
あ
る
か
ぎ
り
き
た
の
山
べ
を
い
で
ヽ
東
の
山
ま
で
め
ぐ

り
あ
り
き
け
る
、
曰
く
れ
て
た
か
て
ら
に
め
ぐ
り
い
り
て
あ
り

き
け
れ
ば
、
そ
の
て
ら
の
房
し
い
て
あ
ひ
て
、
い
け
の
ほ
と
り

に
も
の
し
き
て
、
ひ
や
う
と
ほ
な
る
き
く
の
は
な
を
は
り
て
、

こ
の
人
／
＼
の
ま
へ
に
う
ゑ
け
れ
ば
、
を
の
／
＼
こ
れ
に
つ
け

う
た
を
よ
む
に

う
つ
ろ
ふ
も
う
ふ
る
も
し
ら
ず
き
く
の
は
な
ち
ら
ぬ
に
ま
き
る
こ
と

し
な
け
れ
ば

さ
て
、
以
上
の
作
品
の
う
ち
、

『男
恒
集
』
Ⅳ

。
三
二
九
の
漢
詩
に
あ

る

「楚
山
多
処
昔
周
遊
」
や
同
じ
く
三
四
三
ａ
「
も
み
ぢ
ば
ヽ
こ
ぞ
も
や

ま
べ
に
み
て
し
か
ば
」
、
三
四
六
ｂ

「
こ
ぞ
の
け
ふ
あ
か
ず
な
り
に
し
わ

れ
な
れ
ば
」
を
み
る
と
、
遊
覧
は

一
回
限
り
の
も
の
で
は
な
く
、
少
な
く
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と
も
二
年
連
続
で
行
わ
れ
て
い
た
の
が
わ
か
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら

の
記
事
が
す
べ
て
同
日
の
こ
と
を
伝
え
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
と
も
言
え

る
の
で
、
考
証
を
加
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
が
、
す
で
に
峯
岸
義
秋
に
詳

し
い
論
考
が
あ
る

（
２０
）
の
で
、
こ
こ
で
は
そ
れ
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

結
論
と
し
て
こ
れ
ら
が
す
べ
て
延
喜
十
八
年
九
月
二
十
八
日
の
遊
覧
の

こ
と
だ
と
み
る
峯
岸
は
、
ま
ず
同
じ
連
歌
を
載
せ
る

『月
恒
集
』
Ⅳ
・
三

四
五
ａ
ｂ
と

『公
忠
集
』
Ｉ

・
三
六
ａ
ｂ
の
作
者
表
記
か
ら
、
漢
詩

・
和

歌

・
連
歌
が
行
わ
れ
た
の
は
公
忠
が
掃
部
亮
で
千
古
が
式
部
丞
で
あ
っ
た

年
で
あ
る
と
考
え
、
そ
れ
は
延
喜
十
八
年
だ
と
す
る

（２‐
）
。
そ
し
て
、

『男
恒
集
』
Ⅳ

。
一
八
六
詞
書
冒
頭
の

「お
な
じ
と
し
」
は

『鋼
恒
集
』

Ⅳ
の
並
び
か
ら
し
て
延
喜
十
八
年
を
指
す
と
み

（２２
）
、
加
え
て
、

『公

忠
集
』
Ⅱ
。
一
七
詞
書
は

『期
恒
集
』
Ⅳ
。
一
八
六
以
降
の
詞
書
を
要
約

し
た
よ
う
な
趣
が
あ
る
の
で
、
冒
頭
の

「延
喜
十
年
」
は

「延
喜
十
八
年
」

の

「
八
」
が
誤

っ
て
脱
落
し
た
も
の
と
想
定
し
て
い
る
。
ま
た
峯
岸
は

「主
に
作
者
の
官
職
を
探
り
、
参
加
し
た
人
々
の
交
友
関
係
な
ど
を
考
え
、

私
家
集
な
ど
に
照
ら
し
て
総
合
的
に
判
断
」
し
た
結
果
、
参
加
者
は
凡
河

内
窮
恒

・
源
公
忠

（掃
部
助
）

。
大
江
千
古

（式
部
丞
）

・
坂
上
是
則
の

他
、
藤
原
兼
輔

（頭
中
将
）

・
藤
原
伊
衡

（近
江
介
）
、
良
苓
仲
遠

（修

理
亮
）
、
藤
原
俊
蔭

（右
近
先
少
将
）
等
と
し
て
い
る
の
で
あ
る

（２３
）
０

以
上
、
長
々
と
引
用
し
な
が
ら
述
べ
て
き
た
が
、
是
則
の
文
学
活
動
を

追

っ
て
い
る
本
項
と
し
て
は
、
延
喜
十
八
年
の
時
点
で
も
是
則
が
鋼
恒

・

兼
輔
な
ど
と
い
っ
た
当
代
の

一
流
歌
人
と
肩
を
並
べ
て
文
学
の
道
を
歩
ん

で
い
る
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
他
、
次
の
二
首
が
是
則
歌
と
し
て
勅
撰
集
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
の

で
、
最
後
に
指
摘
し
て
お
く
。

『後
撰
集
』
巻
十

・
恋
二

・
六
四
五

（題
し
ら
ず
）
　

　

坂
上
是
則

じ
る
し
な
き
思
ひ
や
な
ぞ
と
あ
し
た
づ
の
ね
に
な
く
ま
で
に
あ
は
ず

わ
び
し
き

コ
７
■
載
集
』
巻
六

・
冬

・
七
六
五

（題
し
ら
ず
）
　
　
　
坂
上
是
則

う
づ
も
れ
て
あ
る
に
も
あ
ら
ず
年
を
ふ
る
や
ど
と
し
り
て
や
雪
つ
も

る
ら
ん

以
上
で
記
録
に
残
る
是
則
の
文
学
活
動
に
つ
い
て
は
説
き
つ
く
し
た
こ

と
に
な
る
。
是
則
は
延
喜
五
年
頃
か
ら
突
如
歌
人
と
し
て
活
躍
し
だ
し
た

よ
う
に
み
え
る
が
、
当
然
そ
れ
以
前
に
も
記
録
に
残
ら
な
い
所
で
活
動
し

て
お
り
、
そ
の
結
果
延
喜
五
年
ま
で
に
揺
る
ぎ
な
い
名
声
を
獲
得
し
て
い

た
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
後
に
な
っ
て

「寛
平
御
時

后
宮
歌
合
」

。
「宣
半
御
時
中
宮
歌
合
」

。
「紀
師
匠
曲
水
宴
和
歌
」
に

も
名
を
列
ね
る
こ
と
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

８
　

『平
安
朝
歌
合
大
成
　
一
』

（
一
九
五
七
年

。
同
朋
社
出
版
）
。
以

後
も
歌
合
に
関
す
る
萩
谷
の
説
を
引
用
す
る
場
合
は
、
す
べ
て
同
書
に
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よ

る
。

９
　

「紀
師
匠
曲
水
宴
和
歌
に
就
い
て
」

（
『国
語
国
文
』
十
七
巻
二
号

。
一
九
四
八
年
四
月
）

１０
　

『王
朝
和
歌
史
の
研
究
』

（
一
九
七
二
年

・
笠
間
書
院
）

１１
　
朝
日
古
典
全
書

『土
佐
日
記
』

（
一
九
五
〇
年

・
朝
日
新
聞
社
）

‐２
　

『王
朝
歌
壇
の
研
究

・
字
多
醍
醐
朱
雀
朝
篇
』

（
一
九
七
三
年

・
桜

経

）

‐３
　

「藤
原
伊
衡
伝
」

（
『文
学
研
究
』
７２
・
一
九
七
五
年
二
月
）

‐４
　

「句
題
和
歌
の
成
立
と
展
開
に
関
す
る
試
論
―
紀
師
匠
曲
水
宴

・
延

喜
六
年
貞
文
歌
合
の
偽
書
説
と
併
せ
て
―
」

（
『国
文
学
研
究
』
６８
・

一
九
七
九
年
六
月
）

・５
　

『紀
貫
之
伝
の
研
究
』

（
一
九
八

一
年

・
桜
楓
社
）

‐６
　

「紀
師
匠
曲
水
宴
和
歌
小
考
」

（
『武
庫
川
国
文
』
２‐
．
一
九
八
三

年
二
月
）

‐７
　

「非
古
今
的
な
特
徴
を
歌
語
や
発
想

・
詠
風
の
面
か
ら
指
摘
し
、
併

せ
て
歌
会
の
歌
と
し
て
の
不
合
理
性
を
問
題
」
に
す
る
吉
川
栄
治

（注

‐４
に
同
じ
）
に
私
も
同
調
す
る
の
で
あ
る
。

‐８
　
雅
俗
山
荘
本

「
こ
れ
の
り
」
、
俊
成
本

・
建
久
本
に

「是
則
」
と
あ

る
。
ま
た
、
基
俊
本
に
は

「貫
之
」
と
あ
る
が
、
基
俊
本
は
三
六
二
番

も

「
つ
ら
ゆ
き
」
と
す
る
の
で
、
三
六
二
番
は

「是
則
」
を
誤

っ
た
も

の
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

‐９
　

『是
則
集
』
２
番
と
３４
番
は

『古
今
集
』
に
載
る
が
、
是
則
詠
で
は

な
い

（２
番

【付
】
参
照
）
。

２０
　
『平
安
時
代
和
歌
文
学
の
研
究
』

（
一
九
六
五
年

。
桜
楓
社
）

２．
　
冨
一十
六
人
歌
仙
伝
』
に
よ
り
、
公
忠
は
延
喜
十
二
年
四
月
か
ら
同

二
十

一
年
二
月
十
二
日
ま
で
掃
部
助
で
あ
っ
た
の
が
わ
か
る
。
ま
た
、

『大
日
本
史
料
』
延
喜
十
八
年
十
月
十
六
日

「高
野
大
師
御
広
堡
卜
」

の
一
節
に

「講
賜
詮
号
於
大
師
其
状
云

（式
部
少
大
江
千
古
作
之
。
〉
」

と
あ
り
、
千
古
が
延
喜
十
八
年
当
時
式
部
少
輔
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

２
つ
。

２２
　

『鋼
恒
集
』
Ⅳ
。
一
八

一
詞
書
に

「延
喜
十
八
年
」
と
あ
り
、
そ
れ

を
受
け
て

一
八
五
の
詞
書
に

「同
年
」
と
あ
り
、　
一
八
六
の

「お
な
じ

と
し
」
は
そ
れ
を
受
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

２３
　
そ
の
他
、

「民
部
丞
」
は

「式
部
丞
」
の
誤
り
か
何
か
で
千
古
の
こ

と
、

「左
衛
尉
」
は
源
な
か
た
だ
か
藤
原
治
方
、

「源
少
将
」
は
不
明

と
す
る
。
と
こ
ろ
で
、

『窮
恒
集
』
、

『公
忠
集
』
に
載
る
こ
と
が
同

日
の
こ
と
で
な
い
と
し
て
も
、

『窮
恒
集
』
Ⅳ

。
一
八
七
の
都
合
で
参

加
で
き
な
か

っ
た
人
に
贈

っ
た
と
い
う
歌
に

「
み
や
ひ
と
の
か
ず
は
じ

り
に
き
を
み
な
へ
し
」
と
あ
る
の
で
、
参
加
メ
ン
バ
ー
は
か
な
り
固
定

し
て
い
た
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

Π
　
『是
則
集
』

一　
成
立
―
名
家
家
集
切
に
つ
い
て
―
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世
に

「名
家
家
集
切
」
と
か

「部
類
名
家
集
切
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る

一

群
の
古
筆
切
が
存
在
す
る
。
す
な
わ
ち
、

『和
歌
文
学
大
辞
典
』
の

「名

家
家
集
切
」
の
項

（久
保
木
哲
夫
執
筆
）
で

藤
原
兼
輔

。
在
原
元
方

・
清
原
深
養
父

。
坂
上
是
則

・
藤
原
興
風

・

源
公
忠
の
各
家
集
の
断
簡
。
六
人
の
有
名
歌
人
の
歌
集
の
断
簡
で
あ

る
と
こ
ろ
か
ら
名
家
家
集
切
と
い
う
。
ま
た
い
ず
れ
も
同
じ
よ
う
な

基
準
の
も
と
に
部
類
分
け
が
さ
れ
て
い
る
の
で
部
類
名
家
集
切
と
も

い
う
。
伝
紀
貫
之
筆
。
同
じ
く
貫
之
筆
と
い
わ
れ
て
い
る
高
野
切
第

二
種
の
筆
跡
に
非
常
に
よ
く
似
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
の
伝
称
か
。
も

と
列
帖
装
、
二
七

。
三
×
三
二

・
七

ｃｍ
。
料
紙
は
鳥
の
子
で
飛
雲
が

あ
る
。　
一
面

一
一
行
～

一
六
行
書
き
、
和
歌

一
首
二
行
書
き
。
最
も

多
く
残

っ
て
い
る
の
は
兼
輔
集
で
あ
る
。
大
部
分
は
巻
子
本
に
改
装

さ
れ
て
秩
父
宮
や
安
田
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
諸
家
に
分
蔵
さ

れ
て
い
る
断
簡
も
含
め
る
と
、
歌
数
に
し
て
現
在

一
〇
六
首
ほ
ど
が

知
ら
れ
る
。
冒
頭
に

「堤
中
納
言
集
」
と
あ
り
、
内
容
は
春

。
夏

・

秋

・
冬

・
恋

。
雑

・
哀
傷
の
各
部
に
分
か
れ
て
い
て
、
さ
ら
に
そ
れ

ぞ
れ
が
、
た
と
え
ば
春
部
で
は
、
元
日

ｏ
二
月
尽

。
梅

。
柳

。
桜

・

款
冬

・
藤

・
帰
雁
と
い
っ
た
具
合
に
細
分
さ
れ
て
い
る
。
兼
輔
集
以

外
の
五
集
も
み
な
同
じ
形
態
を
と

っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
み
る
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
家
集
は
独
自
に
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
ひ
と
つ

の
統

一
的
な
意
識
の
も
と
に
分
類

・
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
。
あ
る
い
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
原
家
集
を
再
編
し
た

二
次
的
な
本
文
か
。
詞
書
な
ど
に
後
撰
集
の
影
響
が
つ
よ
く
見
ら
れ

る
。
な
お
、
元
方
集
は
こ
の
断
簡
以
外
に
伝
本
は
伝
わ
ら
ず
、
是
則

集
の
す
べ
て
の
現
存
本
と
、
公
忠
集
の
流
布
本
は
、
い
ず
れ
も
こ
の

断
簡
を
祖
本
と
し
て
い
る
。
本
文
研
究
の
上
で
も
き
わ
め
て
重
要
で

あ
る
。

と
説
明
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
こ
れ
ら
の
家
集
は

一
般

の
家
集
と
は
趣
を
異
に
し
、
部
立
て
が
あ
り
、
さ
ら
に
各
部
立
て
に
い
く

つ
か
の
歌
題
が
配
さ
れ
て
お
り
、

『古
今
六
帖
』
の
編
纂
法
を
髪
髯
と
さ

せ
る
よ
う
な
形
を
と
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
最
も
多
く
の
切
れ
が
残

っ
て

い
る

『兼
輔
集
』
の
部
立
て
と
歌
題
を

『私
家
集
大
成
』

（
『兼
輔
集
』

Ⅲ
）
に
従

っ
て
不
し
て
お
く

（算
用
数
字
は
歌
数
）
。

春
部

〔１８
〕
　

元
日

〔１
〕

・
二
月
尽

〔１
〕

・
梅

〔５
〕

・

柳

〔１
〕

・
桜

〔５
〕

・
款
冬

〔１
〕

・
藤

〔３
〕

・
帰
雁

〔１
〕

夏
部

〔５
〕
　

郭
公

〔５
〕

秋
部

〔１８
〕
　

七
夕

〔７
〕

ｏ
霧

〔１
〕

・
紅
葉

〔４
〕

・
菊

〔３
〕

。
女
郎
花

〔１
〕

。
雁

〔１
〕

・
鹿

〔１
〕

冬
部

〔２
〕
　

時
雨

〔１
〕

・
残
菊

〔１
〕

変
蔀

〔３７
〕
　

不
被
知

〔２
〕

上
落
刈

〔１４
〕

。
会

〔１
〕

。

会
後

〔２０
〕

哀
傷
部

〔６
〕

春

〔２
〕

・
歳
暮

〔１
〕

・
浜

〔１
〕

・
波

〔１
〕

・
忘
草

〔１
〕

雑
蔀

〔２０
〕
　

秋

〔３
〕

・
山

７

〕

・
野

Ｔ

〕

・
髪

〔５
〕

・
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老

〔３
〕

・
懐
旧

〔１
〕

。
衣

〔２
〕

・
山
居

〔１
〕

・
蓑
虫

〔１
〕

他
の
五
集
も
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
歌
数
を
残
す
わ
け
で
は
な
い
が
、
原
形
態

は

『兼
輔
集
』
に
近
い
形
態
を
と
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
部
類
名
家
集
は
な
ぜ
か
ま
た
い
つ
の
こ
ろ
に
か
、
す
べ
て
切

ら
れ
て
し
ま
い
、
現
在
は

「部
類
名
家
集
切
」
と
呼
ば
れ
る
に
至

っ
て
い

る
の
で
あ
る
。

一
一
　
『旦
鈴
型
集
』
の
妻
里
（

「部
類
名
家
集
」
と
し
て
編
纂
さ
れ
た

『是
則
集
』
も
い
つ
し
か
切
ら

れ
て
し
ま
い
、
今
や
九
葉
十

一
首

（
一
首
は
前
句
だ
け
）
が
残
る
の
み
で

あ
る
。
し
か
し
、
現
存
の

『是
則
集
』
諸
本
は

「部
類
名
家
集
」
な
い
し

は
、
そ
れ
を
写
し
た
本
を
祖
本
と
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
換

言
す
れ
ば
、
原

「部
類
名
家
集

・
是
則
集
」
は
切
断
さ
れ
て
し
ま

っ
た
が
、

切
断
さ
れ
る
前
の
姿
を
現
存
諸
本
は
伝
え
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

そ
の

『是
則
集
』
諸
本
は
、

「部
類
名
家
集
」
を
写
し
た
部
分

（以
下
、

根
幹
部
分
と
呼
ぶ
）
の
歌
数
や
巻
末
増
補
の
有
無
な
ど
か
ら
、
以
下
に
掲

げ
た
本
を
代
表
と
す
る
①
～
⑤
の
五
系
統
に
分
類
さ
れ
る
。

第
①
系
統

書
陵
部
Ａ
本

〈五
〇

一
・
〓

一〇
）

（根
幹
部
分
四
十
五
首
を
も
つ
。
他
に
伝
本
な
し
）

第
②
系
統
　
書
陵
部
Ｂ
本

（五

一
〇

。
一
二
）

（根
幹
部
分
四
十
五
首
と
増
補
五
首
を
も
つ
。
他
に
伝
本
な
し
）

第
③
一糸
統

歌
仙
家
集
本

（根
幹
部
分
四
十
五
首
と
増
補
六
首
を
も
つ
）

第
④
系
統
　
一由
本
願
寺
本

（根
幹
部
分
の
う
ち
３２
番
を
欠
く
）

第
⑤
系
統
　
定
家
本

（根
幹
部
分
の
う
ち
１２
番
と
３２
番
を
欠
く
）

各
系
統
の
本
は
そ
れ
ぞ
れ
括
弧
内
に
示
し
た
よ
う
な
特
徴
を
も
つ
が
ゆ

え
に
五
系
統
に
分
類
さ
れ
る
の
だ
が
、
そ
の
う
ち
根
幹
部
分
に
注
目
す
る

と
、
①
②
③
が
四
十
五
首
を
有
す
る
の
に
対
し
、
④
⑤
が
と
も
に
３２
番
を

欠
い
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
他
に
も
、
７
・
８
番
の
歌
順
と
雑
部
が
始
る

所
を
み
て
み
る
と
、
①
②
③
は
７

・
８
番
の
順
で
４‐
番
か
ら
雑
部
が
始
ま

て
い
る
が
、
④
⑤
は
８

・
７
番
の
順
で
４２
番
か
ら
雑
部
が
始
ま

っ
て
い
る
。

よ
っ
て
、
五
系
統
の
う
ち
で
も
、
①
と
②
と
③
が
近
い
系
統
で
、
④
と
⑤

が
近
い
系
統
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
、
ま
ず
、
①
②
③
が
近
い
位
置
に
あ
る
こ
と
を
、
歌
句

・
詞
書

等
の
語
句
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。
実
は
①
②

③
間
に
お
け
る
異
同
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
言

っ
て
よ
い
程
で
、
次
に
あ
げ

た
も
の
し
か
な
い
の
で
あ
る
。
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‐７
番
歌
第
四
句

①
③

「
せ
ゝ
の
し
ら
な
み
」

（④
⑤
と

一
致
）

④

　

「
せ
ゝ
の
し
か
ら
み
」

２‐
番
歌
結
句
　
　
①

　

「秋
の
よ
な
／
＼
」

②
③

「秋
の
う
け
れ
は
」

（④
⑤
と

一
致
）

３２
番
歌
第
二
句

①
②

「
こ
ひ
す
と
は
」

③

　

「
こ
ひ
ね
と
も
」

３５
番
歌
初
旬

　

①
②

「谷
ふ
か
み
」

（④
⑤
と

一
致
）

③

　

「た
に
か
は
の
」

し
た
が

っ
て
、
①
②
③
が
近
い
位
置
に
あ
る
こ
と
は
、
語
句
の
異
同
の

上
か
ら
も
は

っ
き
り
す
る
の
で
あ
る
。

で
は
、
④
⑤
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
結
論
か
ら
言
う
と
、
④
⑤
は
細
か

い
五
哩
句
に
お
い
て
は
あ
ま
り
近
い
位
置
に
あ
る
と
は
言
い
が
た
い
。
と
い

う
の
は
、
具
体
的
な
指
摘
は
省
略
す
る
が
、
④
の
本
文
を
み
て
い
く
と
、

①
②
③
と

一
致
す
る
部
分
、
⑤
と

一
致
す
る
部
分
、
④
独
自
の
本
文
を
も

つ
部
分
が
混
在
し
て
い
て
、　
一
概
に
は
⑤
と
近
い
と
は
言
え
な
い
か
ら
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
④
⑤
は
、
形
態
上
は
よ
く
似
た
形
を
と
っ
て
い
る

が
、
本
文
の
上
か
ら
は
そ
れ
程
近
い
と
は
言
え
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
で
は
、
五
一糸
統
の
う
ち
、
ど
れ
が
部
猫
を
基
家
集
に
近
い
の
で
あ
ろ

う
か
。
先
に
指
摘
し
た
、
①
～
⑤
の
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
考
慮
す
る
と
、

根
幹
部
分
に

一
首
の
欠
落
も
な
い
よ
う
に
み
え
、
し
か
も
巻
末
に
増
補
を

有
し
な
い
①
こ
そ
が
、
も

っ
と
も
部
類
名
家
集
に
近
い
と
考
え
ら
れ
る
か

も
知
れ
な
い
。
事
実
従
来
は

「是
則
集
の
部
類
名
家
集
は
本
来
四
五
首
で

あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
の
最
も
古
い
形
を
示
し
て
い
る
の
は
書
陵
部

蔵
是
則
集

（五
〇

一
。
一
二
〇
）

（墨
付
八
枚
）
で
あ
り
、
今
日
で
は
こ

れ
を
底
本
と
す
べ
き
で
あ
る
」

（１
）
な
ど
と
説
明
さ
れ
て
き
た
の
で
あ

２一
。し

か
し
、
こ
と
は
そ
う
単
純
で
は
な
い
。
ま
ず
、

「是
則
集
の
部
類
名

家
集
は
本
来
四
五
首
で
あ
っ
た
」
と
さ
れ
て
い
る
の
か
ら
問
題
に
し
た
い
。

こ
の
考
え
は
、
①
と
他
の
系
統
と
を
比
較
す
る
と
、
①
は
根
幹
部
分
に
も

っ
と
も
多
く
の
歌
を
有
し
て
い
る
、
暮
言
す
れ
ば
他
の
諸
本
と
較
べ
る
限

り
に
お
い
て
は
①
に
は
欠
落
が
な
い
よ
う
に
見
え
る
こ
と
に
由
来
す
る
の

で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
①
と
て
部
類
名
家
集
の
歌
を
も
れ
な
く
伝
え
て
い
る

と
は
考
え
が
た
い
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、

２５
番
歌
の
前
に
あ
る

「
い

は
ひ
　
こ
け
　
い
は
ほ
」
と
い
う
語
句
は
、
こ
こ
か
ら

「祝
部
」
が
始
り
、

「祝
部
」
は

「苔
」
題
の
歌
と

「巌
」
題
の
歌
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
だ
が
、
実
際
は
諸
本
と
も
に
２５
番
が

「巌
」
題
の
歌
で
あ
る
だ
け
で
、

２６
番
か
ら
は

「恋
部
」
に
な

っ
て
し
ま

っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
①
も

「巌
」
を
題
と
す
る
少
な
く
と
も

一
首
の
歌

を
欠
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
う
す
る
と
、
①
と
て
部
類
名
家
集
の
形
態
を
正
し
く
伝
え
て
い
る
と

は
限
ら
な
い
わ
け
で
あ
り
、
も
う

一
度
各
糸
統
の
本
を
比
較
し
て
検
討
す

る
こ
と
か
ら
始
め
る
必
要
が
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
先
程
も
述
べ
た
よ
う
に
、

②
③
は
①
と
近
い
位
置
に
あ
り
、
④
は
①
②
③
と
⑤
の
中
間
に
位
置
す
る

よ
う
な
本
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
①
と
最
も
遠
い
位
置
に
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
⑤
の
代
表
的
な
本
、
す
な
わ
ち
本
注
釈
が
底
本
と
し
た
定
家
本
を
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比
較
の
対
照
と
す
る
の
が
最
も
有
効
だ
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
①
と
⑤
の
本
文
の
異
同
を
比
べ
る
に
あ
た
り
、
部
類
名
家
集

切
れ
が
残

っ
て
い
る
部
分
を
取
り
上
げ
、
ど
ち
ら
が
部
類
名
家
集
に
近
い

固□固
春
部
／
柳
　
　
□
桜
　
　
□
桃

／４
仏
□
鴛
／
柳
／／生亭
　
子

院
　
ヨ
　
合

春
　
／
や
な
き
□
さ
く
ら
□
も
ヽ
□
松
□
鶯
／
　
　
て
い
し
の
院
の
可
　
あ
は
せ
□
や
な
き

一争
　
子
の
院
の
う
た
あ
は
せ

あ
さ
み
と
り
そ
め
て
み
た
れ
る
あ
を
や
き
の
　
い
と
／
を
は
ゝ
る
の
か
せ
や
よ
る
ら
む

あ
さ
み
と
り
そ
め
て
み
た
れ
る
あ
を
や
き
の
／
い
と
　
を
は
は
る
の
か
せ
や
と
く
ら
ん

あ
さ
み
と
り
そ
め
て
み
た
れ
る
あ
を
や
き
の
／
い
と
　
を
は
ヽ
る
の
か
せ
や
と
く
ら
む

秋
部
／
壁
雨
　
□
露
　
□
山
／
水
□
紅
葉
　
□
菊
　
□
か
り
／

秋
　
□
し
く
れ
□
露
　
□
山
　
河
□
も
み
ち
／
き
く
□
か
り
／

秋
　
□
し
く
れ
□
つ
ゆ
□
山
□
水
□
も
み
ち
／
き
く
□
か
り
／

時
雨

∠́
亭

子

院
の
日

合

て
い
し
の
院
の
再
　
あ
は
せ
に
　
し
く
れ

し
く
れ
　
一早

子
の
院
の
う
た
あ
は
せ
に

（題
し
ら
す
　
よ
み
人
も
）
　

　

『後
撰
集
』
四
四
四

か
み
て
み
る
。
以
下
に
、
部
類
名
家
集

（名
と
略
称
）
と
①
と
⑤
、
そ
れ

に
後
の
論
述
の
便
宜
上
、

『後
撰
集
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
場
合
は
そ
れ

も
併
せ
て
対
照
し
て
お
い
た

（□
は

一
字
空
け
、
／
は
改
行
を
示
す
）
。

「
や
な
ぎ
」

締
豊
直
Ｄ

繕
四
「
Ｃ

「し
く
れ
」

位
置
Ａ

後 ⑤ ① 名 ⑤ ① 名 ⑤ ① 名  ⑤ ① 名
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は
つ
し
く
れ
ふ
る
ほ
と
も
な
く
さ
ほ
や
ま
の
　
こ
す
／
ゑ
あ
ま
ね
く
い
ろ
つ
き
に
け
り

は
つ
し
く
れ
ふ
る
ほ
と
も
な
く
さ
ほ
や
ま
の
／
こ
す
　
ゑ
あ
ま
た
に
い
ろ
つ
き
に
け
り

は
つ
し
く
れ
ふ
る
ほ
と
も
な
く
さ
ほ
山
　
の
／
こ
す
　
ゑ
あ
ま
ね
く
い
ろ
つ
き
に
け
り

は
つ
し
く
れ
ふ
る
ほ
と
も
な
く
さ
ほ
山
　
の
　
梢
　
　
　
あ
ま
ね
く
う
つ
ろ
ひ
に
け
り

［田闘日］　峨井行メ北̈き̈いま一̈一一□景神力ゝ河はり̈）蕃は

一口‐‐３‐田］　いき̈̈
一̈一“一一カヽ力ヽヵゝ一̈一一̈一一″一̈一一“一̈̈
一一̈̈
一̈

も
み
ち
は
の
お
ち
て
な
か
る
ヽ
お
ほ
ゐ
か
は
／
せ
ゝ
の
し
か
ら
み
か
け
も
と
め
な
む

紅
葉
　
ヽ
の
ち
り
て
な
か
る
ゝ
大
　
井
か
は
／
せ
ゝ
の
し
ら
な
み
か
け
と
ゝ
め
な
ん

も
み
ち
は
の
お
ち
て
な
か
る
ヽ
お
ほ
ゐ
か
は
／
せ
ヽ
の
し
ら
な
み
か
け
も
と
め
な
む

菊
　
／／
き
く
の
は
な
の
こ
れ
り
　
／／
大
井

　
　
行
幸

き
く
□
き
く
の
花
　
の
こ
り
た
り
　
大
井
／
河
の
行
幸
に

き
く
の
は
な
の
こ
れ
り
　
　
大
井
　
　
の
行
幸

⑤ ① 名  ⑤ ① 名  ⑤ ① 名  ⑤ ① 名  後 ⑤ ① 名

四
句
Ａ

「大
井
行
幸
」
の

位
置
Ｃ

結
句
Ｂ

（名
も

「と
い

ふ
ら
む
」
で
あ

っ
た
と

み
て
間
違
い
な
い
）

二
句
Ａ

四
句
Ｃ

結

句

Ａ

歌
題
の
有
無
Ｂ

「
の
こ
れ
り
」
Ａ
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か
け
さ
へ
に
い
ま
は
と
き
く
の
う
つ
ろ
ふ
は
　
な
み
／
の
そ
こ
に
ん
じ
も
や
お
く
ら
ん

か
せ‐
さ
へ
に
い
ま
は
と
き
く
の
う
つ
ろ
ふ
は
／
な
み
　
の
そ
こ
に
も
し
も
や
を
く
ら
ん

か
け
さ
へ
に
い
ま
は
と
き
く
の
う
つ
ろ
ふ
は
／
な
み
　
の
そ
こ
に
も
し
も
や
お
く
ら
む

雁
　
／
縮
小　
　
雁
　
行
／
大
井
　
　
　
行
幸

か
り
□
た
ひ
の
か
り

　

大
井
河
の
／
行
幸
に

た
ひ
の
か
り

　

大
井
の
　
　
行
幸

い
く
ち
さ
と
あ
る
み
ち
な
れ
や
あ
き
こ
と
に
　
く
も
／
ゐ
の
た
ひ
を
か
り
の
ゆ
く
ら
ん

い
く
ち
さ
と
あ
る
み
ち
な
れ
や
秋
　
こ
と
に
／
く
も
　
ゐ
の
た
ひ
を
か
り
の
な
く
ら
ん

い
く
ち
さ
と
あ
る
み
ち
な
れ
や
秋
　
こ
と
に
／
く
も
　
ゐ
の
た
ひ
を
か
り
の
つ
く
ら
む

か
り
て
ほ
す
や
ま
た
の
い
ね
の
こ
き
た
れ
て
　
な
き
／
こ
そ
わ
た
れ
あ
き
の
う
け
れ
は

か
り
て
ほ
す
や
ま
た
の
い
ね
の
こ
き
た
れ
て
／
な
き
　
こ
そ
わ
た
れ
秋
　
の
よ
な
／
＼

か
り
て
ほ
す
山
　
た
の
い
ね
の
こ
き
た
れ
て
／
な
き
　
こ
そ
わ
た
れ
あ
き
の
う
け
れ
は

恋
部
／
し
ら
れ
す
／
被
知
　
　
　
／
あ
ふ
／
会
後
　
　
　
　
／
不
被
知

恋
　
□
し
ら
れ
す
□
し
ら
れ
た
り
□
あ
ふ
／
あ
ひ
て
の
ヽ
ち

恋
部
／
し
ら
れ
す
□
し
ら
れ
た
り
　
あ
ふ
　
あ
ひ
て
の
ゝ
ち
／
し
ら
れ
す

題
し
ら
す
　
こ
れ
の
り
　
『後
撰
集
』
七
四
五

後 ⑤ ① 名  ⑤ ① 名  ⑤ ① 名  ⑤ ① 名  ⑤ ① 名

初

句

Ａ

歌
題
の
有
無
Ｂ

結
句

Ａ

歌
題
の
有
無
Ａ

-107-



わ
た
の
そ
こ
か
つ
き
て
し
ら
ん
入
　
し
れ
す
　
お
も
ふ
こ
ゝ
ろ
の
ふ
か
さ
く
ら
へ
に

わ
た
の
は
ら
か
つ
き
て
し
ら
ん
入
　
し
れ
す
／
お
も
ふ
こ
ヽ
ろ
の
ふ
か
さ
く
ら
へ
に

わ
た
の
そ
こ
か
つ
き
て
し
ら
む
ひ
と
し
れ
す
／
お
も
ふ
心
　
　
の
ふ
か
さ
く
ら
へ
に

わ
た
の
そ
こ
か
つ
き
て
し
ら
ん
君
　
か
た
め
　
思
　
ふ
心
　
　
の
ふ
か
さ
く
ら
へ
に

被
知

し
ら
れ
た
り

し
ら
れ
た
り

わ
か
こ
ひ
を
く
ら
ふ
の
や
ま
の
さ
く
ら
は
な
　
ま
な
／
く
ち
る
と
ん
か
す
は
ま
さ
ら
し

わ
か
こ
ひ
を
く
ら
ふ
の
や
ま
の
さ
く
ら
花
　
／／
ま
な
　
く
ち
る
と
も
か
す
は
ま
さ
ら
し

わ
か
こ
ひ
を
く
ら
ふ
の
山
　
の
さ
く
ら
は
な
／
ま
な
　
く
ち
る
と
も
か
す
は
ま
さ
ら
し

を
し
か
ふ
す
な
つ
の
ゝ
草
　
の
み
ち
み
え
す
　
じ

（以
下
欠
）

を
し
か
ふ
す
夏
　
の
ヽ
く
き
の
み
ち
見
え
す
／
ｔ
け
き
こ
ひ
に
も
ま
と
ふ
こ
ろ
哉

を
し
か
ふ
す
な
つ
の
ヽ
く
さ
の
み
ち
み
え
す
／
し
け
き
こ
ひ
に
も
ま
と
ふ
こ
ろ
か
な

離
別
部
　
／
風
／
風
　
／
■
）か
れ
に

さ
う
　
　
□
　
　
か
せ
□
わ
か
れ

わ
か
れ
の
□
　
　
か
せ
の
わ
か
れ
に

⑤ ① 名  ⑤ ① 名  ⑤ ① 名  ⑤ ① 名  後 ⑤ ① 名

加
μ
「
Ａ

注

（欄
外
に
記
し
た

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
に
つ

い
て
は
、
次
頁

の
記
述
を
参
照
）

部
類
分
け

・
詞
書

Ｄ
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わ
す
る
な
よ
わ
か
れ
ち
に
お
ふ
る
く
す
の
は
の
／
あ
き
か
せ
ふ
か
は
い
ま
か
へ
り
こ
む

わ
す
る
な
よ
わ
か
れ
ち
に
お
ふ
る
葛
　
の
は
の
／
あ
き
か
せ
ふ
か
は
今
　
か
へ
り
こ
ん

わ
す
る
な
よ
わ
か
れ
ち
に
お
ふ
る
く
す
の
は
の
／
あ
き
風
　
ふ
か
は
い
ま
か
へ
り
こ
む

最
初
に
１
番
の
詞
書
部
分
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
名
と
①
は
部
立

て
を
示
し
た
後
、
こ
の
部
立
て
に
含
ま
れ
る
歌
題
を
五
つ
列
挙
す
る
。
⑤

は
こ
れ
ら
を
欠
い
て
い
る
分
、
名
か
ら
は
遠
い
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
こ

こ
で
、
列
挙
さ
れ
て
い
る
歌
題
の
順
序
に
注
目
す
る
と
、
春
部
の
歌
の
う

ち
、
７
・
８
番
は
８
ｏ
７
番
の
順

（
「松
」
題
、

「鶯
」
題
の
順
）
に
な

る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
に
も
関
わ
ら
ず
、
①
が
７
・
８
の
順
に
な
っ
て
い

る
の
は
、
お
そ
ら
く
名
の
形
を
正
し
く
伝
え
て
い
な
い
の
で
あ
り
、
８
ｏ

７
番
の
順
に
な
っ
て
い
る
⑤
の
方
が
名
の
形
を
正
確
に
伝
え
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る

（１
番

【校
異
】
の
項
及
び
８
番

【付
】
の
項
参
照
）
。

次
は
や
や
細
か
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、
１０
番
の
詞
書
部
分
に
あ
る
秋
部

の
歌
題
を
列
挙
し
た
所
に
つ
い
て
で
あ
る
。

「露
」
の
後
①
で
は

「山
河
」

と
続
け
て
書
か
れ
て
お
り
、
あ
た
か
も

「山
河
」
と
い
う
題
の
歌
が
あ
る

か
の
ご
と
く
に
な
っ
て
い
る
。　
一
方
名
と
⑤
は

「山
」
と

「水
」
が
離
れ

て
書
か
れ
て
お
り
、

「山
」
と
い
う
題
の
歌
と

「水
」
と
い
う
題
の
歌
が

あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
こ
で
秋
部
に
属
す
る
歌
を
み
る
と
、

１３
番

が

「山
」
題
の
歌
で
、
１４
番
が

（静
嘉
堂
文
庫
本
に
し
か

「水
」
と
い
う

題
は
付
さ
れ
て
い
な
い
が
）
、

「水
」
題
の
歌
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ

て
、
こ
の
部
分
に
つ
い
て
も
、
⑤
の
方
が
名
の
形
態
を
正
し
く
伝
え
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

次
に
４‐
番
の
詞
書
部
分
を
み
て
み
る
。
①
で
は
冒
頭
に

「
さ
う
」
と
あ

り
、
こ
こ
か
ら
雑
部
が
始
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
名
と
⑤
は

「離
別

部
」
、

「
わ
か
れ
の
」
と
あ

っ
て
、

４‐
番
を
離
別
部
の
歌
と
し
て
い
る

（ち
な
み
に
、
⑤
で
は
４２
番
か
ら

「
さ
う
の
ふ
」
と
し
て
い
る
）
。
こ
れ

も
①
よ
り
も
⑤
が
名
の
形
態
を
正
し
く
伝
え
て
い
る
例
だ
と
い
え
る
の
で

あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
名
と
①
と
⑤
の
形
態
を
比
べ
て
み
る
と
、
①
よ
り
⑤

の
方
が
名
に
近
い
よ
う
に
思
え
る
要
素
も
あ
る
の
が
わ
か
る
。
で
は
、
⑤

が
最
も
名
に
近
い
か
と
い
う
と
、
冒
頭
の
部
立
て
と
歌
題
を
列
挙
し
た
部

分
や
１２
番
と
３２
番
を
欠
い
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
や
は
り
簡
単
に
は
そ

う
言
い
切
れ
る
も
の
で
も
な
い
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
以
上
に
取
り
上
げ
た
以
外
の
名
と
①
と
⑤
の
細
か
い
語
句
の

異
同
を
調
べ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
名
と
①
と
⑤
に
異
同
が
み
ら
れ
る
部

分
を
数
え
て
み
る
と

（
「部
」
の
有
無
や

「
の
」

。
「
に
」
と
い
っ
た
助

詞
の
相
違
な
ど
の
ご
く
細
か
い
点
や
、
詞
書
部
分
に
見
ら
れ
る
相
違
の
う

ち
先
に
取
り
上
げ
た
箇
所
は
省
い
て
あ
る
）
、
何
を
も
っ
て
一
箇
所
と
認

定
す
る
か
に
よ
っ
て
若
干
の
増
減
は
あ
る
だ
ろ
う
が
、
だ
い
た
い
次
の
よ

う
な
結
果
が
得
ら
れ
る

（Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
に
相
当
す
る
箇
所
は
、
先
程
名
と
①

と
⑤
の
本
文
を
列
挙
し
た
際
に
、
下
の
欄
外
蜃
不
し
て
お
い
た
）
。

⑤ ① 名
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Ａ
　
　
名
と
⑤
が

一
致
し
、
①
が
相
違
す
る
箇
所
　
約
九
箇
所

Ｂ
　
　
名
と
①
が

一
致
し
、
⑤
が
相
違
す
る
箇
所
　
約
二
箇
所

Ｃ
　
　
名
が
相
違
し
、
①
と
⑤
が

一
致
す
る
箇
所
　
約
二
箇
所

Ｄ
　
　
名
と
①
と
⑤
が
そ
れ
ぞ
れ
相
違
す
る
箇
所
　
約
二
箇
所

ま
た
こ
れ
は
、

名
と
①
が
相
違
す
る
箇
所
　
約
十
五
箇
所

名
と
⑤
が
相
違
す
る
箇
所
　
約
九
箇
所

と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。

た
か
だ
か
十

一
首
し
か
残

っ
て
い
な
い
名
の
あ
る
箇
所
の
み
を
比
較
し

た
右
の
結
果
を
も
と
に
、
ど
れ
ほ
ど
の
こ
と
が
言
え
る
の
か
、
疑
間
に
思

わ
れ
る
向
き
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
た

っ
た
十

一
首
の
中
に

二
十
箇
所
近
い
異
同
箇
所
が
あ
り
、
し
か
も
そ
の
多
く
は
名
と
⑤
が

一
致

し
て
、
①
が
相
違
す
る
箇
所
で
あ
る
こ
と
は
無
視
で
き
な
い
と
思
う
。
①

よ
り
も
⑤
の
方
が
名
に
近
い
本
文
を
伝
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
部
類
名
家
家
集
は

『後
撰
集
』
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。
次
に
、

『後
撰
集
』
に
採
ら
れ
て
い
て
、
①
と
⑤
に

異
同
が
見
ら
れ
る
箇
所
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
。
こ
れ
も
ま
ず
は
名
が
残

っ
て
い
る
も
の
か
ら
纏
め
て
お
く
。
先
程
名
と
①
と
⑤
の
本
文
を
列
挙
比

較
し
た
際
に
、

１０
番
と
２６
番
は

『後
撰
集
』
の
本
文
も
併
せ
て
示
し
て
お

い
た
の
で
参
照
願
い
た
い
。
す
る
と
、

１０
番
第
四
句
と
２６
番
初
旬
は
、
と

も
に
名

・
⑤

・
『後
撰
集
』
が

一
致
し
て
い
て
、
①
が
相
違
し
て
い
る
の

が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
名
が
残

っ
て
い
な
く
て
、

『後
撰
集
』
に
採
ら
れ
て
い
る
歌
の

異
同
を
左
に
纏
め
て
お
く
。

同

第
四
句

４０
番
彙
二
句

同

結

句

３８
番
第
二
句

‐５
番
第
二
句

８
番
第
四
句

３
番
第
四
句

ゆ
め
ち
と
の
み
も

ま
と
ろ
ま
て
の
み

こ
ひ
し
か
り
け
れ

お
も
ひ
し
を

ゆ
き
て
見
る
へ
き

う

つ
ろ
ふ
は
な
を

よ
の
ま
の
ほ
と
に

①

ゆ
め
ち
と
た
に
も

ま
と
ろ
ま
す
の
み

わ
ひ
し
か
り
け
れ

お
も
ひ
つ
る

ゆ
き
て
も
み

へ
き

う
つ
ろ
ふ
い
ろ
を

ひ
と
よ
の
ほ
と
に

⑤

夢
路
と
た
に
も

ま
と
ろ
ま
て
の
み

（二
九
六
番
）

こ
ひ
し
か
り
け
れ

思
ひ
し
に

（七
九
四
番
）

行
き
て
も
見
へ
き

（
一
三
〇
二
番
）

う
つ
ろ
ふ
花
を

（四
二
番
）

ひ
と
よ
の
ほ
と
に

（五
四
番
）

『盈仮６拝蜃年本』

中
院
本
は

「わ
ひ
し
か
り
け
れ
」

堀
河
本
は

「お
も
ひ
つ
る
」

堀
河
本
は

「ゆ
き
て
み
る
へ
き
」
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①
の
３６
番
の
第
二
句
は

『後
撰
集
』
と
細
か
な
助
詞
の
違
い
し
か
な
い
の

で
同
じ
形
だ
と
認
め
る
と
、
①
と

『後
撰
集
』
が

一
致
し
て
い
て
、
⑤
が

相
違
す
る
箇
所
と
、
⑤
と

『後
撰
集
』
が

一
致
し
て
い
て
①
が
相
違
す
る

箇
所
は
、
詞
書
を
除
け
ば
、
概
ね
同
数
だ
と
い
え
る

（詞
書
は

『後
撰
集
』

と

『是
則
集
』
に
関
連
が
み
ら
れ
な
い
も
の
が
多
い
の
で
省
い
て
あ
る
）
。

さ
て
、

『後
撰
集
』
と
比
較
し
て
も
、
比
較
で
き
る
歌
の
数
が
た
い
へ

ん
少
な
く
、
ま
た
、

『後
撰
集
』
諸
本
間
に
異
同
が
あ
る
場
合
な
ど
が
あ

っ
て
問
題
で
あ
り
、
何
か
明
確
な
結
論
が
導
き
出
せ
る
も
の
で
は
な
か
ろ

う
。
し
か
し
、
①
と
⑤
を
比
べ
た
場
合
、
⑤
よ
り
も
①
の
方
が

『後
撰
集
』

に
近
い
こ
と
を
示
す
材
料
と
は
け
っ
し
て
言
え
ず
、
強
い
て
結
論
を
出
す

な
ら
ば
⑤
の
方
が
①
よ
り
も

『後
撰
集
』
に
近
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
と

思
う
の
で
あ
る
。

以
上
、
長
々
と
論
じ
て
き
た
わ
り
に
、
明
確
な
論
拠
を
ほ
と
ん
ど
示
せ

な
か
っ
た
の
は
は
な
は
だ
遺
憾
で
あ
る
。
本
項
で
は
、
①
は
最
も
多
く
の

部
類
名
家
集
の
歌
を
載
せ
て
い
る
と
い
う
点
に
お
い
て
重
要
で
あ
る
が
、

①
と
て
も
部
類
名
家
集
の
完
全
な
姿
を
伝
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
⑤

の
方
が
１２
番
と
３２
番
を
欠
い
て
い
る
と
い
う
点
を
別
に
す
れ
ば
、
部
類
名

家
集
の
形
態
を
正
し
く
伝
え
て
い
る
と
考
，４
り
れ
る
要
素
も
い
く
つ
か
あ

り
、
本
文
に
つ
い
て
も
、
⑤
の
方
が
①
よ
り
も
部
類
名
家
集
に
近
い
と
思

わ
れ
る
徴
証
が
い
く
つ
か
あ
る
と
い
う
こ
と
を
述
べ
て
お
き
た
か
っ
た
の

で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
考
察
結
果
に
基
づ
い
て
、
部
類
名
家
集
に
も
っ
と
も
近
い

と
思
わ
れ
る
部
立
て
と
歌
題
を
再
現
し
、
先
の
『兼
輔
集
』
の
例
に
倣
っ

て
示
し
て
お
く
。

春
蔀

〔８
〕
　

　

柳

Ｔ

〕

・
桜

Ｔ

〕

。
桃

〔１
〕

・
鶯

〔１
〕

松

Ｔ

〕

夏
部

〔１
〕
　

　

郭
公

〔１
〕

秋
部

〔１２
〕
　

　

時
雨

〔１
〕

・
露

〔２
〕

・
山

〔１
〕

・

河

〔１
〕

紅
葉

〔４
〕

・
菊

〔１
〕

・
雁

〔２
〕

冬
部

〔３
〕
　

　

壺
ョ
〔２
〕

・
氷

〔１
〕

祝
部

Ｔ

＋
α
〕

苔

Ｔ

〕

・
巌

Ｔ

〕

恋
部

〔１５
〕
　
　
　
不
知

〔１
〕

・
被
知

〔１１
〕

。
逢

〔１
〕

・

逢
後

〔２
〕

離
別
部

〔１
〕
　
　
風
別

〔１
〕

雑
部

〔４
〕
　

　

松

〔１
〕

・
鶴

〔１
〕

・
亀

〔１
〕

・
猿

〔１
〕

最
後
に
す
で
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
も
の
と
、
管
見
に
入

っ
た
③

・
④

・

⑤
に
属
す
る
諸
本
を
纏
め

（２
）
、
何
か
気
が
付
い
た
こ
と
が
あ
る
本
に

つ
い
て
は
、　
〓
昌
づ
つ
触
れ
て
お
き
た
い
。

第
③
系
統

◆
書
陵
部

〈五
〇
六

・
八
）

◆
内
閣
文
庫

〈二
〇

一
。
四
三
二
〉

◆
内
閣
文
庫

（二
〇

一
・
四
三
四
）
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◆
京
都
大
学
蔵
本

◆
静
嘉
堂
文
庫
本

（
一
〇
五

。
一
二
〉

◆
陽
明
文
庫
本

◆
穂
久
運
文
庫
本

◆
広
島
大
学
蔵
本

〈大
国

・
八
八
五
〉

◆
島
田
良
二
蔵
本

◆
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
学
院
蔵
本

〈
一
九
〇
〉

◆
神
宮
文
庫
本

（三

。
一
二
〇
三
〉

◆
酒
田
市
立
光
丘
図
書
館
蔵
本

◆
長
野
市
蔵
旧
真
田
家
本

◆
三
手
三
井
本

◆
和
歌
山
大
学
紀
州
藩
本

◆
中
田
光
子
蔵
本

◆
宮
城
県
図
書
館
伊
達
文
庫
本

◆
佐
賀
県
立
図
書
館
蔵
本

◆
河
野
信

一
記
念
館
本

◆
西
尾
市
立
図
書
館
岩
瀬
文
庫
本

金
京
都
女
子
大
吉
沢
文
庫
本

第
④
系
統

◆
池
田
亀
鑑
蔵
本

（二
本
）

◆
書
陵
部

〈五

一
一
。
二
〉

◆
書
陵
部

〈五

一
一
。
二
四
）

◆
神
宮
文
庫

〈三

。
一
一
八
六
〉

◆
神
宮
文
庫

〈三

。
一
二
〇
四
〉

◆
神
宮
文
庫
通
勝
本

◆
豊
前
本

金
示
都
女
子
大
蔵
飛
鳥
井
本

◆
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
学
院
蔵
飛
鳥
井
雅
章
転
写
本

〈
一
八
八
〉

◆
醍
醐
本

◆
静
嘉
堂
本

◆
蓬
左
文
庫
本

◆
大
和
文
華
館
本

◆
群
書
類
従
本

６

森◆
彰
考
館
本

◆
書
陵
部

〈二
五

一
。
四
二

一
〉

第
③
系
統
　
　
内
閣
文
庫

〈二
〇

一
。
四
三
二
）

写
本
で
あ
る
こ
の
本
は
、

４５
番
ま
で
の
根
幹
部
分
に
関
す
る
限
り
、
③

の
特
徴
を
備
え
て
お
り
、
集
付
け
や
書
込
等
を
み
て
も
大
半
は
歌
仙
家
集

本
と

一
致
し
て
い
る
の
で
、
③
に
属
す
る
と
み
て
間
違
い
な
い
。
し
か
し
、

③
と
し
て
は
巻
末
増
補
歌
が
特
異
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

４５
番
歌
を
記
し

た
あ
と
四
行
分
の
空
白
を
お
い
て
帖
を
改
め
、
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不
見
家
集
可

後
撰
　
　
じ
る
し
な
き
思
ひ
や
な
そ
と
芦
た
つ
の
音
に
鳴
ま
て
に
逢

″
俺
し
き

紀
貫
之
曲
水
宴
し
侍
け
る
時
月
入
花
灘
暗
と
い
ふ
事

を
よ
み
侍
け
る

新
古
今
　
花
な
か
す
瀬
を
も
み
る
へ
く
三
ヶ
月
の
わ
れ
て
入
ぬ
る
山

の
遠
か
た

同
　
　
　
，？
り
か
る
ゝ
浅
茅
か
原
の
苅
萱
の
乱
て
物
を
お
も
ふ
こ
ろ

か
な

平
定
文
家
可
合
に

同
　
　
　
そ
の
原
や
伏
屋
に
生
る
は
ゝ
木
々
の
有
と
は
見
え
て
逢
ぬ

君
か
な

と
い
う
四
首
を
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
う
ち

一
首
目
は
他
の
諸
本

に
は
な
く
、

『後
撰
集
』
六
四
五
番
に

「
（題
し
ら
ず
）

坂
上
是
則
」

と
し
て
あ
る
歌
で
あ
る
。
ま
た
、
後
の
三
首
は
他
の
③
に
も
あ
る
が
、
最

後
の
歌
に
付
さ
れ
て
い
る
詞
書
は
独
自
の
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
、
こ
の
本
は
根
幹
部
分
に
お
い
て
も
、
③
に
あ
っ
て
は
特
異
な

異
同
を
若
千
も

っ
て
い
る
の
で
、
纏
め
て
記
し
て
お
く
。

７
番
結
句
．
花
に
↑
易
りけ
晩
る

（
「
そ
あ
り
け
る
」
は
④
と

一
致
、

「さ

り
け
る
」
は
①

ｏ
②

。
③

。
⑤
と

一
致
）

２‐
番
結
句
．
秋
の
よ
な
よ
な
　

（①
と

一
致
）

３‐
番
初
旬
．
枕
の
み
う
く
　
　
（④

。
⑤
と

一
致
）

３５
番
初
旬
．　
谷
か
け
の
　
　
（
「谷
か
け
」
は
独
自
異
文
、

「谷
か
は
」

は
③
と

一
致
）

４５
番
結
句
　
袖
そ
ぬ
れ
け
る

（独
自
異
文
）

以
上
よ
り
、
こ
の
本
は
③
の
代
表
本
の
歌
仙
家
集
本
が
成
立
す
る
上
で
、

特
別
な
位
置
を
占
め
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
後
考
に
侯
ち
た
い
。

第
③
系
統
一
　

長
野
市
真
田

こ
の
本
も
歌
数

・
歌
順
や
細
か
い
語
句
の
異
同

・
書
込
等
な
ど
か
ら
、

根
幹
部
分
は
③
に
属
す
る
と
み
て
よ
い
。
し
か
し
、
巻
末
増
補
歌
が
な
い

の
が
③
と
し
て
は
特
異
で
あ
る
。

第
④
系
統
　
　
神
宮
文
庫

〈三

。
一
二
〇
四
）

こ
の
本
は
、
７
・
８
番
が
８
・
７
の
順
に
な
っ
て
お
り
、
ま
た
４２
番
か

ら
雑
部
が
始
ま
る
と
い
う
④
の
特
徴
を
備
え
て
い
る
。
ま
た
、
西
本
願
寺

本
と
語
句
を
比
べ
て
み
る
と
、

４２
番
詞
書
に

「
え
松
お
ひ
た
り
」
と
い
う

句
が
な
い
の
が
目
立
つ
他
は
せ
い
ぜ
い
数
文
字
の
違
い
し
か
な
い
。
以
上

の
こ
と
よ
り
、
こ
の
本
は
④
に
属
す
る
と
し
て
お
い
た
。

し
か
し
、
こ
の
本
は
次
の
点
に
お
い
て
は
、
③
の
特
徴
を
備
え
て
い
る

と
も
言
え
る
。
そ
の
第

一
点
目
は
３２
番
を
有
す
る
点
で
あ
る
。
し
か
も
こ

の
３２
番
は

「萩
の
色
に
う
つ
り
て
こ
ひ
ね
と
も
な
み
た
の
し
る
く
み
す
る

成
け
り
」
と
な

っ
て
お
り
、
第
二
句
が

「
こ
ひ
す
と
は
」
と
な

っ
て
い
る

①

。
②
と
は
異
な
り
、
③
と
の
み

一
致
し
て
い
る
の
で
あ
る

（初
旬
は
誤

写
で
あ
ろ
う
）
。
第
二
点
目
は
、
細
か
い
こ
と
だ
が
、

４４
番
の
第
二
句
が

「な
る
ヽ
か
も
め
」
と
な
っ
て
い
て
、
③
と

一
致
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
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そ
し
て
、
第
二
点
目
は
、

「此
集
本
料
紙
今
朝
送
之
徳
大
寺
少
蒋

〈実
久

朝
臣
〉
所
筆
也
同
日
申
刻
所
取
書
送
也
　
慶
長
十
二
年
孟
夏
十
三
日
　
也

足
豊
」
と
い
う
識
語
の
あ
と
、
③
と
同
様
に

「雖
在
集
不
載
家
集
歌
」
と

い
う
句
に
続
け
て
、
本
注
釈
で
４６
～
５‐
番
と
し
た
六
首
を
補

っ
て
い
る
点

で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
こ
の
本
は
③
と
④
の
中
間
に
位
置
す
る
も
の
と

言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

第
④
巻
続

　

書
陵
部

（五

一
一
。
２
〉
と
書
陵
部

（五

一
一
二

一四
〉

こ
の
両
本
は
、　
一
面
十
二
行
、
和
歌

一
行
書
き
、
詞
書
二
字
下
が
り
、

墨
付
き
三
帖
半
と
い
う
書
式
が
す
べ
て

一
致
す
る
。
ま
た
、

４５
番
歌
を
書

い
て

一
行
空
け
た
次
の
行
の
真
ん
中
あ
た
り
に

「
こ
れ
の
り
か
し
う
」
と

書
か
れ
て
い
る
点
も

一
致
す
る
。
加
え
て
、
校
合
の
跡
や
集
付
け
合
点
が

な
い
の
も
同
様
で
あ
る
。
違
い
と
し
て
目
立
つ
の
は
前
者
が
冒
頭
に

「坂

上
是
則
集
」
と
い
う

一
行
を
も
っ
て
い
る
こ
と
ぐ
ら
い
で
あ
る
。
お
そ
ら

く
、
親
子
関
係
に
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

第
④
糸
統
　
　
静
嘉
堂
文
庫
堂
本

こ
の
本
は
７
・
８
番
が
８
ｏ
７
番
の
順
に
な
っ
て
い
て
、

４２
番
か
ら
雑

部
が
始
ま
る
と
い
う
④
の
特
徴
を
備
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
本
文
も
④
に

一
致
す
る
部
分
が
多
く
、
④
に
属
す
る
と
み
て
よ
い
。
し
か
し
、
④
に
し

て
は
幾
つ
か
特
異
な
特
徴
を
も
っ
て
い
る
。

そ
の
第

一
は
、
④

。
⑤
で
は
欠
け
て
い
る
３２
番
を
有
す
る
こ
と
で
あ
る
。

①

。
②

。
③
の
ど
れ
か
か
ら
補

っ
た
と
み
る
の
が
自
然
か
も
し
れ
な
い
が
、

①

。
②

。
③
で
は

「
み
す
る
な
り
け
り
」
と
な
っ
て
い
る
結
句
が

「
み
ゆ

る
な
り
け
り
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
、　
一
概
に
そ
う
と
も
言
い
切
れ
な
い
。

第
二
は
２９
番
を
欠
く
点
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
誤
脱
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
第

二
に
、
独
自
異
文
を
比
較
的
多
く
有
す
る
点
も
注
目
さ
れ
る
。

な
お
、
こ
の
本
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
卓
次

「静
嘉
堂
本
是
則
集

（上
）
」

（
『美
術
研
究
』

一
九
二

・
一
九
五
七
年
十

一
月
）
、

「静
嘉
堂
本
是
則

集

（下
）
」

（
『美
術
研
究
』

一
九
五

。
一
九
五
八
年
二
月
）
で
詳
し
く

考
察
さ
れ
て
い
る
。

本
注
釈
で
は
、
静
嘉
堂
文
庫
本
の
特
殊
性
を
考
慮
し
、
校
異
に
加
え
て

お
い
た
。

第
④
系
統
　
　
群
書
類
従
本

こ
の
本
は
７
・
８
番
が
８
・
７
番
の
順
に
な
っ
て
い
て
、

３２
番
を
欠
き
、

ま
た
４２
番
か
ら
雑
部
が
始
ま

っ
て
い
る
の
で
④
に
属
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、

１１
番
が
１０
番
と
１２
番
の
間
に
な
く
て
、
巻
末
に

「異
本
」
と
し

て
補
わ
れ
て
い
る
の
が
特
異
で
あ
る
。
そ
れ
と
、
詞
書
部
分
に
歌
題
が
ほ

と
ん
ど
書
か
れ
て
い
な
い
の
も
特
徴
的
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
第
④

系
統
と
は
別
系
統
と
す
る
向
き
も
あ
る
が
、
本
文
が
西
本
願
寺
本
と
ほ
ぼ

一
致
す
る
の
で
、
④
の
末
流
本
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
本
注
釈
で

は
、
群
書
類
従
本
の
特
異
性
を
考
慮
し
、
校
異
に
加
え
て
お
い
た
。

第
④
系
統
　
　
蓬
左
文
庫
本

こ
の
本
は
、
詞
書
部
分
に
お
い
て
も
歌
句
の
部
分
に
お
い
て
も
、
若
干
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の
例
外
を
除
け
ば
、
ほ
と
ん
ど
西
本
願
寺
本
と
異
同
が
な
い
。
し
か
し
、

群
書
類
従
本
で
は
巻
末
に
補
わ
れ
て
い
た
１１
番
を
欠
い
て
い
る
点
が
注
目

さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
本
文
上
は
西
本
願
寺
本
に
近
く
、
形
態
上
は
群
書
類

従
本
に
近
い
と
い
え
、
両
者
の
中
間
の
位
置
を
占
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
④
系
統
　
　
大
和
文
華
館
本

こ
の
本
は
１１
番
と
３２
番
を
欠
く
な
ど
形
態
の
上
か
ら
み
て
も
、
ま
た
、

語
句
の
上
か
ら
み
て
も
群
書
類
従
本
を
書
写
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考

え
ら
れ
る
。
ま
た
、
余
白
に
細
字
で
群
書
類
従
本
に
な
く
て
③
に
み
ら
れ

る
歌
や
歌
題
な
ど
が
書
き
込
ん
で
あ
り
、
③
と
の
校
合
も
施
さ
れ
て
い
る
。

３

晨

　
　
髯

こ
の
本
は

「以
京
極
黄
門
自
筆
令
書
写
畢
」
と
い
う
識
語
が
示
す
通
り
、

定
家
本
を
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
本
文
も
概
ね
定
家
本

と

一
致
す
る
が
、

「～
イ
」
と
い
う
よ
う
な
異
本
注
記
や
見
せ
消
ち
に
よ

る
書
き
込
み
な
ど
が
多
数
あ
る
。
ま
た
、
識
語
の
後
に
細
字
で
③
と
同
じ

六
首
が
補
っ
て
あ
り
、
③
と
何
ら
か
の
関
係
に
あ
る
と
考
，４
り
れ
る
。
そ

こ
で
、
異
本
注
記
を
調
べ
て
み
る
と
、
ほ
と
ん
ど
が
③
の
本
文
と

一
致
し

て
い
る
。
ま
た
、
定
家
本
に
は
な
い
１２
番
と
３２
番
が
細
字
で
書
き
込
ん
で

あ
る
が
、
そ
の
う
ち
、
３２
番
の
第
二
句

「
こ
ひ
ね
と
も
」
は
③
と
の
み
一

致
す
る
。
し
た
が

っ
て
、
こ
の
本
は
定
家
本
を
書
写
し
、
③
を
も
と
に
校

合
を
施
し
、
か
つ
、
定
家
本
に
な
い
歌
を
③
か
ら
補

っ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
本
注
釈
で
は
彰
考
館
本
の
特
異
性
を
考
慮
し
、
校
異
に
加
え
て
お

い
た
。

第
⑤
系
統

　

書
陵
部

（二
五

一
。
四
二

こ

こ
の
本
は

「以
定
家
真
跡
真
字
仮
名
等
行
数
不
違

一
字
写
之
即
校
合
終
」

と
い
う
識
語
が
示
し
て
い
る
通
り
、
定
家
本
を
忠
実
に
書
写
し
た
も
の
で

あ
る

（ち
な
み
に
、
こ
の
本
に
は
定
家
本
が
現
在
き
た
し
て
い
る
錯
簡
は

な
い
）
。
と
こ
ろ
で
、
今
ま
で
こ
の
本
は
定
家
本
を
写
し
た
も
の
と
指
摘

さ
れ
た
こ
と
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。
す
な
わ
ち
、
⑤
と
い
う
と
、
定
家

本
と
彰
考
館
本
の
み
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
き
た
よ
う
に
思
う
が
、
こ
の

一

本
も
紛
れ
も
な
く
⑤
に
属
す
る
の
で
あ
る
。

１
　
島
田
良
二
著

『平
安
前
期
私
家
集
の
研
究
』

（
一
九
五
八
年

・
桜
楓

社
）
よ
り
の
引
用
。

２
　
注
１
の
島
田
著
や
和
歌
史
研
究
会
編

『私
家
集
伝
本
書
目
』

（
一
九

六
五
年

・
明
治
書
院
）
に
拠

っ
た
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
所
蔵
者
が
変

っ

て
い
る
本
に
つ
い
て
は
、
重
複
し
て
記
載
し
て
し
ま

っ
て
い
る
か
も
し

れ
な
い
。
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